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はじめに 

◆ 背景と目的 

京都府北部の丹波、丹後地域と兵庫県北東部の但馬地域を運行する京都丹後鉄道（以下、

丹鉄という）は、1988 年(昭和 63 年)に開業した宮福線と、1990 年(平成２年)にＪＲ西日本

から転換された宮津線からなる鉄道である。2015年（平成 27年）４月、鉄道事業再構築実施

計画に基づき、北近畿タンゴ鉄道株式会社（以下、ＫＴＲという）が行ってきた鉄道運行事業

を「WILLER TRAINS株式会社」（以下、ＷＴという）に移譲し、「北近畿タンゴ鉄道」から「京

都丹後鉄道」に名称を変更した。2015年(平成 27年)４月にＷＴを第二種鉄道事業者、ＫＴＲ

を第三種鉄道事業者とする上下分離方式による運行を開始し、今日に至っている。 

ＫＴＲは、開業以来、地域住民の日常の移動手段として、また、この地域で盛んな機械金属

工業や織物業などのビジネスや、観光地と都市部を結ぶネットワークの基軸として重要な役

割を果たしてきた。しかし、少子高齢化や道路網の整備、モータリゼーションの進展、レジャ

ーの多様化、産業の空洞化等により、利用者が年々減少し大変厳しい経営環境となっていた。 

このため、2014 年（平成 26 年）12 月に策定した「北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網

形成計画」（以下、網形成計画という）に基づき、上下分離方式の導入による鉄道事業の再構

築を目指して、観光まちづくりや鉄道の利用促進などに取り組んできたが、沿線地域の人口

減少に加え、2020年（令和２年）以降の新型コロナウイルス感染症の流行拡大による公共交

通の利用者の減少により、経営は一層厳しい状況にある。 

このような状況の中で、丹鉄の活性化・再生を図り将来にわたって安心・安全で持続可能

な鉄道として再構築していくため、「京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画」を策定する。 

本計画では、2022年（令和４年）３月に策定された「京都府北部地域連携都市圏公共交通

計画」や沿線自治体の「地域公共交通計画」と連携を図り、地域の生活経済を支える社会基盤

として交通ネットワークの構築、経営の安定化のための効果的な利用促進や収入拡大策、安

心・安全な公共交通の確保のための取組など、丹鉄を基軸とした公共交通の活性化・再生の

ための施策や目標を定めるものである。 
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１ 沿線地域を取り巻く社会情勢 

(1) 京都丹後鉄道の沿革 

(ア) 宮福線の開業からＫＴＲ誕生まで 

1920 年（大正９年）に「北丹鉄道株式会社」が設立され、1923 年（大正 12 年）に福知山

～河守間を結ぶ北丹鉄道が開業したが、河守鉱山の閉山等により 1971 年（昭和 46 年）に営

業を終了した。また、宮津～河守間は 1966年（昭和 41年）に着工したが、1980年（昭和 55

年）の「日本国有鉄道経営再建促進特別措置法」(以下、日本国有鉄道は国鉄、同法は国鉄再

建法と表記)の制定により、工事は凍結された。  

しかし、地元の総意で結成された宮福線建設促進期成同盟は、「バス路線への転換ではなく、

鉄道による宮福線の建設」を決議し、1982年（昭和 57年）には第三セクター「宮福鉄道株式

会社」が設立された。1983年（昭和 58年）に工事を再開し、京都府北部地域と京阪神地域を

短絡する路線として、また、地域活性化に欠くことのできない路線として、1988年（昭和 63

年）７月に悲願の新線である宮福線（宮津～福知山間 30.4km）が開業した。その後、1989年

（平成元年）８月に社名を「北近畿タンゴ鉄道株式会社」と改めた。 

 

(イ) 宮津線の開業からＫＴＲ誕生まで 

宮津線は、京都府の丹後地域と兵庫県の但馬地域を東西に結ぶ路線として、鉄道省（国鉄

の前身）によって 1925年（大正 14年）に舞鶴（現西舞鶴）～峰山間が開通し、1932年（昭

和７年）に舞鶴（現西舞鶴）～豊岡間が全線開通し、戦後に国鉄宮津線となった。1979年（昭

和 54年）には年間約 30億円の赤字を計上し、1980年（昭和 55年）に国鉄再建法による廃止

対象路線（輸送密度 4,000人未満：基準年＝昭和 52～54年）に指定された。その後、地域一

丸となって存続に向けた乗車運動や要望活動を展開したが、1990年（平成２年）３月をもっ

て廃止と決定された。  

このため、廃止後の輸送手段について地元３市 10町の市町長、議会議長及び商工団体代表

で構成する「宮津線問題対策協議会」において議論が重ねられ、「鉄道として存続させる」と

いう沿線住民全ての悲願を実現するため、第三セクターによる鉄道として残すこととした「転

換計画(案)」が了承された。  

これを受け、国、京都府、兵庫県、沿線市町、ＪＲ西日本等により構成された国鉄再建法に

基づく「宮津線特定地方交通線対策協議会」は、1988年（昭和 63年）６月に宮津線問題対策

協議会の「転換計画(案)」を前提に鉄道を存置し、宮福鉄道株式会社がその運営を引き受け

ることを全会一致で決定して、廃線の危機を乗り越えた。そして、1990年（平成２年）４月

に転換開業し、ＫＴＲは宮津線と宮福線を一体運営する会社となった。 

 

(ウ) ＫＴＲからＷＴへの鉄道運行事業の移譲まで 

1996年（平成８年）３月に、宮福線全線及び宮津線宮津～天橋立間が電化開業し、京都、

大阪から天橋立までの直通の電車特急の乗り入れが開始され、京阪神方面からのアクセスが

大きく向上した。その後も沿線住民の利便性向上及び来訪者への魅力向上に向け様々な取組

が行われてきた。 

2015年（平成 27年）４月、鉄道事業再構築実施計画に基づき、鉄道運行事業がＷＴに移譲

された。「北近畿タンゴ鉄道」から「京都丹後鉄道」に名称を変更し、ＷＴを第二種鉄道事業

者、ＫＴＲを第三種鉄道事業者として上下分離方式による運行を開始し、今日に至っている。 
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表 丹鉄の沿革 

年次 宮福線 宮津線（宮舞線・宮豊線） 

1920年（大正 9年） 北丹鉄道（株）設立  

1923年（大正 12年） 福知山～河守（12.4km）開業  

1924年（大正 13年）  舞鶴～宮津営業開始（鉄道省） 

以後、宮津以西順次開通 

1932年（昭和 7年）  丹後木津～久美浜開通→宮津線全通 

戦後、鉄道省から国鉄に移管 

1966年（昭和 41年） 国鉄新線 宮守線（宮津～河守）建設

に着工 

 

1971年（昭和 46年） 河守鉱山の閉山等により北丹鉄道 

営業休止 

 

1974年（昭和 49年） 北丹鉄道（株）解散  

1975年（昭和 50年） 宮守線→宮福線に区間変更 

（1979年着工） 

 

1980年（昭和 55年） 国鉄再建法施行により建設工事中断 国鉄再建法による「特定地方交通線

（第３次）」に選定 

1982年（昭和 57年） 宮福鉄道（株）設立  

1983年（昭和 58年） 宮福線工事再開（日本鉄道建設公団）  

1987年（昭和 62年）  国鉄→西日本旅客鉄道（株）（ＪＲ西

日本）が承継 

1988年（昭和 63年） 宮福線開業 宮福鉄道（株）が引き継ぐことを決定 

1989年（平成元年） 宮福鉄道（株）が北近畿タンゴ鉄道（株）に社名変更 

1990年（平成 2年） 特急「タンゴエクスプローラー」運転開始 

 ＫＴＲに移管・開業 

1996年（平成 8年） 電化開業（福知山～（宮津線）天橋立） 

ＪＲ西日本からの直通の特急「あさしお」及び急行「丹後」を特急「はしだ

て」、「文殊」、「タンゴディスカバリー」に置き換えて運転 

2013年（平成 25年） 「丹後あかまつ号」「丹後あおまつ号」運転開始 

2014年（平成 26年） 「丹後くろまつ号」運転開始 

2015年（平成 27年） 鉄道事業再構築実施計画に基づき、鉄道運行事業を WILLER TRAINS（株）（Ｗ

Ｔ）に移譲 

ＷＴが第二種鉄道事業者、ＫＴＲが第三種鉄道事業者となり、上下分離方式

による運行を開始 

宮津線の路線名称を、宮津～西舞鶴間を宮舞線、宮津～豊岡間を宮豊線に改

称 

2017年（平成 29年） 「丹後の海」運転開始 
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(2) 沿線地域の人口・年齢別人口の推移 

沿線地域（京都府福知山市・舞鶴市・宮津市・京丹後市・伊根町・与謝野町・兵庫県豊岡市）

の人口は減少し続けている。反対に世帯数は近年ほぼ横ばいであり、核家族化が進行してい

ると考えられる。 

世代で見ると 64 歳以下の人口が減少しているのに対し、65 歳以上の人口は増加傾向にあ

り、高齢化率も全国平均 28.7％に対し 34.1%と高い水準にある。 

 

 

出典：国勢調査 

図 沿線地域の人口及び世帯数の推移 

 

 

出典：国勢調査 

図 沿線地域の年齢別人口及び高齢化率の推移 
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(3) 通勤・通学者の流動 

沿線地域の小学校・中学校・高等学校に通学する児童・生徒数は年々減少しており、平成

24年からの 10年間で 17.4％減少している。 

 
出典：京都府統計書、兵庫県統計書 

図 沿線地域の児童・生徒数の推移 

 

高等学校のうち、ＪＲも含めて最寄り駅から１km圏内にあるのは８校（府立海洋高等学校・

府立西舞鶴高等学校・府立大江高等学校・府立工業高等学校・京都共栄学園高等学校、兵庫県

立豊岡高等学校、兵庫県立豊岡総合高等学校、近畿大学附属豊岡高等高校）である。府立宮津

天橋高等学校加悦谷学舎（3.7km）、府立福知山高等学校（3.1km）など最寄り駅から歩いて通

学することが困難な高校も存在し、最寄り駅からさらに自転車で通学している生徒も多い。 

 

図 沿線地域に立地する高等学校 
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沿線地域の通学、通勤流動を見ると、通学者の流動は、ほとんどが各市町内で完結してい

る。市町間を越えるものは、丹後地域内相互、中丹地域内相互及び豊岡市とその他兵庫県間

に流動がみられ、丹後地域の宮津市、与謝野町、京丹後市を発着する流動が丹鉄の主要な利

用者と考えられる。なお、ほとんどの流動量が 10年間で大きく減少している。 

就業者についても同様に、各市町内完結のほか丹後地域内相互、中丹地域内相互の流動が

多いが、福知山市、舞鶴市、京丹後市、豊岡市発着の府県をまたぐ広域な移動もみられる。 

 

 

 

出典：国勢調査 

図 15歳未満通学者を含む通学者の流動（上段：H22年、下段：R2年） 

平成 22年 

令和２年 
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出典：国勢調査 

図 就業者の流動（上段：H22年、下段：R2年） 

  

平成 22年 

令和２年 
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(4) 自動車利用の状況 

沿線地域の乗用車（軽四輪自動車を含む。以下同じ）の台数は平成 26年をピークに微減傾

向にある。世帯あたりの乗用車台数も平成 26年をピークに微減しているが、それ以上に人口

の減少が大きく、人口一人あたりの乗用車台数は増加している。約４人に３台の割合で乗用

車を保有している計算となり、高い普及率がうかがえる。沿線地域の自動車分担率は非常に

高く、約７割～８割を占めている。 

 

 

出典：京都府統計書、兵庫県統計書 

図 沿線地域の世帯あたりの人口と乗用車保有台数 

 

 
出典：京都府統計書、兵庫県統計書 

図 沿線地域の人口一人あたりの乗用車保有台数 
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出典：京阪神都市圏交通計画協議会 第 6回近畿圏パーソントリップ調査（R3年） 

図 沿線地域別の代表交通手段（平日） 

 

 

出典：京阪神都市圏交通計画協議会 第 6回近畿圏パーソントリップ調査（R3年） 

図 沿線地域の総トリップ長と代表交通手段の関係 
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(5) 道路交通ネットワークの充実 

道路交通については、舞鶴若狭自動車道（平成 26年全線開通）や京都縦貫自動車道（平成

27年全線開通）、山陰近畿自動車道（平成 28年野田川大宮道路開通、大宮峰山道路整備中）

など高速道路網の整備が進んでいる。 

一般道についても、国道９号（福知山市）、国道 27 号（舞鶴市）で混雑緩和のためバイパ

ス道路が、由良川沿いの国道 175 号においては災害に備えたかさ上げが行われるなど、道路

整備が進展しており、今後も自動車交通の利便性・安全性が向上していくことが見込まれる。 

 

 

図 高速道路の整備状況 
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(6) 駅周辺のまちづくり 

表 各駅の特性と周辺の都市機能 

 

駅名 

目的施設 拠点となる駅※ 

日常生活 観光 
日常 

生活 
観光 

公共 商業 医療 運動 学校 
ターミ
ナル 

特急 観光 

宮
舞
線 

西舞鶴 ◯ ◯ △ △ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

四所           

東雲           

丹後神崎        ◯  ◯ 

丹後由良        ◯  ◯ 

栗田    △ ◯    ◯  

宮
豊
線 

宮津 ◯ ◯ ◯ △ △ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

天橋立      ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

岩滝口   △   ◯   ◯  

与謝野 △ △  △ △ ◯ ◯ △ ◯ ◯ 

京丹後大宮 ◯ △  △  ◯ ◯  ◯  

峰山 △ ◯ △ △ △ ◯ ◯  ◯  

網野 △  △ △ △ ◯ ◯ △ ◯ ◯ 

夕日ヶ浦木津温泉      ◯ ◯ △ ◯ ◯ 

小天橋        △  ◯ 

かぶと山     △   △   

久美浜 ◯ ◯ △ △  ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

コウノトリの郷     △   ◯  ◯ 

豊岡 ◯ ◯ △ △ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

宮
福
線 

宮村     △    ◯  

喜多           

辛皮           

大江山口内宮        ◯  ◯ 

二俣           

大江高校前     ◯    ◯  

大江 ◯ ◯ ◯   ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

公庄    △       

下天津    △       

牧           

荒河かしの木台  ◯       ◯  

福知山市民病院口  △ ◯      ◯  

福知山 ◯ ◯ ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

公共…公共施設：市役所・支所・税務署・図書館・多目的ホールなど 

商業…商業施設：デパート・ショッピングセンター・スーパーなど（小規模なものは除く） 

医療…医療施設：病院・診療所など（小規模なものは除く） 

運動…運動施設：競技場・公園など 

学校…学校施設：大学・高校（幼稚園・保育所・小中学校は除く） 

ターミナル…ターミナル駅（路線バス（幹線）とアクセスしている交通結節点の駅） 

特急…特急が停車する駅 

観光…観光地が近くにある駅 

※拠点となる駅…駅利用圏内に日常生活で利用する目的施設が存在する駅または観光地の最寄駅 

△…最寄駅となっているが駅利用圏内（500mもしくは徒歩圏内 1km以内）に存在しないもの 
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表 駅勢圏人口と地域住民による各駅利用者の状況 

駅名 

網形成計画策定前 網形成計画策定後 

駅半径 1km圏人口 乗降客数 駅 

利用率※ 

（％） 

駅半径 1km圏人口 乗降客数 駅 

利用率※ 

（％） 
人口 

（H22年） 

従業者数 

（H21年） 
合計 

日平均 

（H22年） 

人口 

（R2年） 

従業者数 

（H28年） 
合計 

日平均 

（R2年） 

宮
舞
線 

西舞鶴 9,754  5,820  15,574  620  4.0  9,488  4,630  14,118  290  2.1  

四所 638  351  989  19  1.9  578  299  877  8  0.9  

東雲 314  55  369  35  9.5  219  23  242  11  4.5  

丹後神崎 450  55  505  23  4.6  338  29  367  16  4.4  

丹後由良 943  206  1,149  122  10.6  786  245  1,030  52  5.0  

栗田 846  232  1,078  298  27.6  675  105  780  178  22.8  

宮
豊
線 

宮津 5,626  4,219  9,845  842  8.6  4,833  2,917  7,751  400  5.2  

天橋立 339  719  1,058  353  33.4  314  675  989  159  16.1  

岩滝口 1,585  915  2,500  61  2.4  1,401  740  2,141  52  2.4  

与謝野 1,559  685  2,244  269  12.0  1,406  638  2,044  175  8.6  

京丹後大宮 2,647  1,522  4,169  149  3.6  2,506  1,405  3,911  107  2.7  

峰山 2,660  2,018  4,678  288  6.2  2,395  1,593  3,988  216  5.4  

網野 969  667  1,636  288  17.6  769  430  1,198  142  11.9  

夕日ヶ浦木津温泉 770  459  1,229  152  12.4  580  440  1,020  74  7.3  

小天橋 784  179  963  47  4.9  702  148  850  55  6.5  

かぶと山 395  112  507  131  25.8  329  103  432  47  10.9  

久美浜 1,767  1,241  3,008  108  3.6  1,605  640  2,245  52  2.3  

コウノトリの郷 2,156  923  3,079  6  0.2  1,921  873  2,794  1  0.0  

豊岡 10,360  9,435  19,795  172  0.9  10,537  7,944  18,481  123  0.7  

宮
福
線 

宮村 3,000  768  3,768  7  0.2  2,654  546  3,200  5  0.2  

喜多 718  71  789  8  1.0  550  105  655  0  0.0  

辛皮 18  2  20  4  20.0  10  3  13  0  0.0  

大江山口内宮 110  19  129  6  4.7  84  27  111  0  0.0  

二俣 416  181  597  6  1.0  319  233  552  3  0.5  

大江高校前 1,113  612  1,725  255  14.8  1,019  375  1,394  58  4.2  

大江 1,104  609  1,713  119  6.9  959  425  1,384  63  4.6  

公庄 410  68  478  31  6.5  330  55  385  3  0.8  

下天津 297  53  350  8  2.3  211  36  246  0  0.0  

牧 745  375  1,120  37  3.3  520  348  868  8  0.9  

荒河かしの木台 2,822  1,825  4,647  19  0.4  2,706  1,458  4,164  19  0.5  

福知山市民病院口 6,531  6,154  12,685  36  0.3  6,805  5,916  12,721  11  0.1  

福知山 11,765  13,087  24,852  1,054  4.2  12,056  10,861  22,918  458  2.0  

合計 73,611  53,634  127,245  5,573  4.4  69,605  44,265  113,870  2,786  2.4  

出典：国勢調査、経済センサス、京都府統計書、兵庫県統計書   

※駅利用率＝駅利用者数／（半径 1㎞圏内人口＋半径 1㎞圏内従業者数） 

※従業者数：H21、H28年経済センサスの数値 
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(7) 観光の動向 

沿線には、天橋立、夕日ヶ浦やコウノトリの郷公園などの豊かな自然、元伊勢神社やちり

めん街道のような歴史・伝統的資源や景観、木津温泉や城崎温泉など、バラエティに富んだ

観光資源が存在する。しかし、駅からアクセスが悪い観光地も多く、公共交通機関の連携等

による周遊性の向上に課題が残っている。 

 

表 沿線の主たる観光資源と最寄り駅 

最寄り駅 観光資源 

宮
舞
線 

西舞鶴 近畿自然歩道 伊佐津川水辺のみち 

田辺城跡 

道の駅 舞鶴港とれとれセンター 

舞鶴かまぼこ工房 

みなとオアシス京都舞鶴うみとびら（大野辺緑地） 

京都舞鶴港（舞鶴西港） 

五老スカイタワー 

四所 大庄屋上野家（国の登録有形文化財） 

丹後神崎 京都丹後鉄道 由良川橋梁 

神崎ホフマン窯 

神崎海水浴場 

丹後由良 京都丹後鉄道 由良川橋梁 

丹後由良海水浴場 

安寿の里もみじ公園 

奈具海岸 

栗田 奈具海岸 

宮
豊
線 

宮津 宮津洗者聖若翰天主堂（国の重要文化財） 

旧三上家住宅（国の重要文化財） 

金引の滝（日本の滝百選） 

近畿自然歩道 大江山伝説のみち普甲峠コース 

114kmCafe（丹鉄珈琲） 

島崎公園 

道の駅 海の京都宮津 

獅子崎稲荷神社 

天橋立 天橋立（特別名勝・国定公園・日本三景・日本遺産） 

ふるさとミュージアム丹後（府立丹後郷土資料館） 

知恩寺（日本三文殊） 

天橋立ビューランド 

天橋立ワイナリー 

天橋立傘松公園 

元伊勢籠神社（丹後国一宮） 

成相寺（西国巡礼第 28番札所） 

岩滝口 阿蘇シーサイドパーク 

府立丹後海と星の見える丘公園 

与謝野 ちりめん街道（重要伝統的建造物群保存地区） 

丹後ちりめん歴史館 

TANGOYA BREWERY 

京丹後大宮 小野小町温泉 

峰山 金刀比羅神社 

天女の里 
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最寄り駅 観光資源 

宮
豊
線 

網野 市立丹後古代の里資料館 

市立郷土資料館 

八丁浜シーサイドパーク 

浅茂川温泉 

琴引浜 

鳴き砂 

道の駅 丹後王国「食のみやこ」 

夕日ヶ浦木津温泉 花郷 OKADA 

夕日ヶ浦 

夕日ヶ浦木津温泉 

箱石浜海水浴場 

丹後砂丘 

小天橋 道の駅 くみはま SANKAIKAN  

葛野浜海水浴場 

小天橋 

小天橋海水浴場 

かぶと山 近畿自然歩道 箱石浜と兜山を訪ねるみち 

かぶと山展望台 

久美浜 久美浜湾 

神谷太刀宮 

豪商稲葉本家 

松倉城跡（城山公園） 

東山公園 

久美浜温泉 

コウノトリの郷 県立コウノトリの郷公園 

市立コウノトリ文化館 

豊岡 近畿自然歩道 円山川 水面に沿って歩くみち 

カバンストリート 

豊岡劇場 

小田井縣神社（但馬五社） 

ファーマーズマーケットたじまんま 

豊岡（ＪＲ玄武洞） 玄武洞（国の天然記念物） 

豊岡（ＪＲ城崎温泉） 城崎温泉 

宮
福
線 

宮村 近畿自然歩道 大江山伝説のみち普甲峠コース 

喜多 今福の滝（京都府景観資産） 

近畿自然歩道 大江山伝説のみち普甲峠コース 

辛皮 近畿自然歩道 大江山伝説のみち普甲峠コース 

近畿自然歩道 大江山伝説のみち鬼の山コース 

大江山口内宮 近畿自然歩道 大江山伝説のみち鬼の山コース 

元伊勢内宮皇大神社 

天岩戸神社 

二俣 大江町和紙伝承館 

大江 元伊勢外宮豊受大神社 

二瀬川渓流 

日本の鬼の交流博物館 

大江山酒呑童子の里 

下天津 天寧寺（西国薬師四十九霊場第 27番札所） 

福知山 福知山城 

福知山鉄道館フクレル 

ゆらのガーデン 

佐藤太清記念美術館 

三段池公園 
※沿線地域には山陰海岸国立公園、若狭湾国定公園、丹後天橋立大江山国定公園が存在する  
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沿線地域全体の観光入込客数は、平成 27年度まで増加傾向にあり、以後も令和元年度まで

ほぼ横ばいであった。中でも舞鶴市の入込客数はクルーズ船就航等を受けて堅調に推移して

きた。外国人宿泊客数についても、天橋立を有する宮津市や城崎温泉がある豊岡市を中心に

大幅に増加していた。しかしながら、令和２年の新型コロナウイルス感染症の拡大によって

大きな打撃を受け、大幅な減少に転じている。 

 

 

出典：京都府統計書、豊岡市統計書 

図 観光入込客数の推移 

 

 

 
出典：京都府域観光入込客数等調査報告書、豊岡観光イノベーション HP 

図 沿線地域の外国人宿泊客数 
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２ 京都丹後鉄道と沿線の公共交通の現況 

2.1 京都丹後鉄道の現況 

(1) 駅設備等の状況 

全 32駅のうち駅員常駐駅は 13駅であり、人員の配置が朝夕のみの駅が２駅ある。 

駅舎の整備については、丹後由良駅及び久美浜駅において、駅再生プロジェクト推進事業に

より駅カフェが整備され、地域の拠点として営業されている。また、宮津駅の売店が閉店とな

り、土・日・祝日限定で「丹鉄カフェ～114km Cafe」が営業されている。現在宮津駅は、駅周

辺にぎわいづくり推進事業により改修を進めているところである。 

バリアフリー化などの設備投資は平成 27年度以降実施されていない。 
 

表 各駅の設備整備状況 

 
有
人
駅 

売
店 

コ
イ
ン 

ロ
ッ
カ
ー 

トイレ バリアフリー 

ト 
イ 
レ 

水 
洗 
化 

洋 
式 

多
目
的 

BF 
対応 EV ES 

スロープ 
設備 

道路～ 
改札口 

ホーム
～ 

ホーム 

宮
舞
線 

西舞鶴 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 

四所    〇 〇 〇 〇 〇 － － － 〇 

東雲    〇 〇 〇 〇 〇 － － － 〇 

丹後神崎    〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 － 

丹後由良 △ △  〇 〇 〇     －  

栗田 △   〇 〇 〇 〇    －  

宮
豊
線 

宮津 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇  〇  〇  

天橋立 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 － 

岩滝口    〇 〇 〇  〇 － － － － 

与謝野 〇   〇 〇 〇 〇  － － － △ 

京丹後大宮 〇 △  〇 〇 〇 〇 〇 － － － 〇 

峰山 〇   〇 〇 〇 〇    専用口  

網野 〇  〇 〇 〇 〇 〇    －  

夕日ヶ浦木津温泉 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 － 

小天橋 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇 

かぶと山    〇     － －  － 

久美浜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  － － 〇  

コウノトリの郷  △  〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 － 

豊岡 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 JRのみ  － － 

宮
福
線 

宮村    〇 〇 〇       

喜多    〇        － 

辛皮            － 

大江山口内宮            － 

二俣    〇 〇 〇 〇 〇   〇 － 

大江高校前            － 

大江 〇 〇  〇 〇 〇 〇    〇  
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宮
福
線 

公庄            － 

下天津    〇        － 

牧    〇         

荒河かしの木台             

福知山市民病院口    〇        － 

福知山 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 

※駅員の「△」は朝夕のみ 

※売店の「△」は週末等のみなど営業日限定のもの（売店は喫茶店を含む） 

※スロープ設備の「－」はもともと段差がない、ホームが 1面しかないもの 

※EV（エレベーター）、ES（エスカレーター） 

 

(2) 保有車両の状況 

車両については、網形成計画期間中に普通車両を５両更新、特急車両「タンゴ・ディスカバ

リー」を特急「丹後の海」にリニューアル、「海の京都トレイン」や「丹鉄サイクルトレイン」

の導入など、魅力向上に取り組んだ。また、ＪＲ東海より特急車両４両を新たに購入し、うち

２両は「KTR8500形」として令和５年度中に運行を開始する予定である。 

丹後あかまつ号、丹後あおまつ号、丹後くろまつ号は、丹後の旅を彩る観光列車として人

気が高く、丹鉄の利用拡大に貢献している。 

 

表 保有車両一覧 

 平成 26年４月時点 令和５年４月現在 

特急 

車両 

タンゴ・エクスプローラー 

・定員 152人 3両 2編成 6両 

タンゴ・エクスプローラー 

・R4 1編成廃車 

・定員 152人 3両 1編成 3両 

タンゴ・ディスカバリー 

・定員 100人 2両 1編成 10両 

丹後の海 H27～H29 リニューアル 

・定員 107人 2両 1編成 10両 

 KTR8500  

・定員 120人 2両 1編成 2両 

デザイ

ン車両 

丹後あかまつ号 KTR700 1両 

・定員 35人 トイレ、車内販売 

丹後あかまつ号 KTR700 1両 

・定員 35人 トイレ、車内販売 

丹後あおまつ号 KTR700 1両 

・定員 101人 トイレ、車内販売 

丹後あおまつ号 KTR700 1両 

・定員 101人 トイレ、車内販売 

丹後くろまつ号 KTR700 1両 

・定員 30人 トイレ、車内販売・食堂車 

丹後くろまつ号 KTR700 1両 

・定員 30人 トイレ、車内販売・食堂車 

普通 

車両 

KTR700･800 9両 

・定員 113(114)人 

・コミューター車両 3両 

KTR700･800 9両 

・定員 113(114)人 

・コミューター車両 3両 

・海の京都トレイン(R4) 1両 

・サイクルトレイン(R4) 1両 

MF100・MF200 6両 

・定員 80人 トイレなし 5両 

・定員 87人 トイレなし 1両 

KTR300 5両 H30～R3更新 

・定員 105人 トイレあり USB電源 

MF100  1両 R4 リニューアル 

・定員 80人 トイレなし 

・海の京都トレイン(R4) 

計 34両 33両 
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(3) 列車運行の状況 

上下分離以降、列車運行については、ダイヤ改正等により運行区間の変更等はあったもの

の、上下分離前と同等の列車本数、運行キロを維持している。 

観光列車の丹後くろまつ号については、メニューやコースなどサービス内容を半年ごとに

見直すことで、リピーターの確保にも努めるとともに、地域の食材を活用したメニューを提

供し、人気を博している。サイクルトレインについては、令和４年から１日１往復ながら運

行を開始している。 

また、より利用しやすい鉄道を目指し、平成 30年３月のダイヤ改正でパターンダイヤを導

入しており、利用者からは好評をいただいている。 

 

表 列車本数等運行状況 

線区 種別 区間 平成 26年４月 令和５年４月 増減 

宮舞線 普通 西舞鶴～宮津 36本 37本 ＋１ 

宮豊線 特急 宮津～天橋立 

宮津～網野 

宮津～久美浜 

宮津～豊岡 

8本 

2本 

3本 

1本 

6本 

5本 

3本 

－ 

±０ 

快速 天橋立～豊岡 

網野～豊岡 

久美浜～豊岡 

1本 

－ 

3本 

－ 

2本 

2本 

±０ 

普通 宮津～天橋立 

宮津～峰山 

宮津～網野 

宮津～豊岡 

宮津～与謝野 

網野～豊岡 

2本 

－ 

5本 

28本 

2本 

－ 

－ 

2本 

10本 

24本 

－ 

1本 

±０ 

宮福線 特急 福知山～宮津 16本 16本 ±０ 

快速 福知山～宮津 9本(1本) 14本 ＋５ 

普通 福知山～宮津 

福知山～大江山口内宮 

23本(2本) 

2本(2本) 

21本 

－ 
－４ 

※（ ）書きは休日運休本数、内数 

表 観光列車等運行状況 

 平成 26年４月時点 令和５年４月現在 

丹後くろま

つ号 

運行なし 

※平成 26年 5月運行開始 

モーニングコース 金土日祝運行 

福知山 10:08→天橋立 11:47 @6,300円 

ランチコース   金土日祝運行 

天橋立 13:05→西舞鶴 14:50 @14,000円 

スイーツコース  金土日祝運行 

天橋立 16:05→西舞鶴 17:25 @5,000円 
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丹後あかま

つ号 

毎日運行 300円＋運賃 

1号 西舞鶴 10:15→豊 岡 12:51 

2号 豊 岡 14:01→西舞鶴 16:23 

火・水運行 予約制 550円＋運賃 

1号 西舞鶴 10:12→天橋立 11:01 

2号 天橋立 11:33→西舞鶴 12:20 

3号 西舞鶴 13:14→天橋立 14:02 

4号 天橋立 14:48→西舞鶴 15:49 

丹後あおま

つ号 

毎日運行 予約なし 

1号 福知山 10:07→天橋立 11:03 

2号 西舞鶴 8:36→福知山 9:58 

3号 福知山 14:48→天橋立 15:55 

4号 天橋立 12:55→福知山 14:44 

毎日運行 予約なし 

1号 西舞鶴 8:42→網 野 10:24 

2号 網 野 11:33→西舞鶴 12:50 

3号 西舞鶴 14:37→豊 岡 16:36 

4号 豊 岡 16:46→西舞鶴 18:50 

サイクル 

トレイン 

運行なし 

 

・不定期運行 

（利用可能駅：西舞鶴、宮津、天橋立、 

夕日ヶ浦木津温泉、豊岡） 

1号 西舞鶴 9:44→豊 岡 12:04 

2号 豊 岡 12:46→西舞鶴 15:00 

 

表 パターンダイヤの状況 

線区 発駅 パターンダイヤの状況 

宮舞線 西舞鶴 10時～19時台 毎時 37分発 

宮豊線 豊岡  8時～18時台  毎時概ね 50分発 

宮福線 福知山 9時～18時台  毎時概ね 13分発 

宮津 9時～18時台  毎時概ね 27分発 

 

(4) 他の交通モードとの連携 

表 各駅における交通関連施設の状況 

 
特
急 

JR 
路線
バス 

タク 
シー 

駐車場(台) レン
タカ
ー 

駐輪場(台) レンタ

サイク

ル  有料 無料 有料 無料 

宮舞線 

西舞鶴 〇 〇 〇 〇 123  〇  502 〇 

四所   △   20   20  

東雲      20   40  

丹後神崎         48  

丹後由良      4   66 〇 

栗田      11   84  

宮豊線 

宮津 〇  〇 〇 39 14 〇  253  

天橋立 〇  〇 〇  14 〇  42 〇 

岩滝口   〇   5   48  

与謝野 〇  〇 〇  10   150 〇 

京丹後大宮 〇  〇   40   100  

峰山 〇  〇 〇  40   220  

網野 〇  〇 〇  50   80 〇 
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宮豊線 

夕日ヶ浦木津温泉 〇  〇   20   40  

小天橋   〇   4   15  

かぶと山   〇   0   175  

久美浜 〇  〇 〇  20   50 〇 

コウノトリの郷         3  

豊岡 〇 〇 〇 〇 100  〇  150 〇 

宮福線 

宮村      12   17  

喜多      10   28  

辛皮      5   5  

大江山口内宮   〇   14   20  

二俣   〇   11   20  

大江高校前   〇      50  

大江 〇  〇   130     

公庄   〇   20   30  

下天津   〇   40   10  

牧   〇   27   35  

荒河かしの木台   〇      30  

福知山市民病院口   〇 〇     60  

福知山 〇 〇 〇 〇 〇  〇  200 〇 

※路線バスの「△」は、駅舎とバス停留所のある主要道路が離れているもの 

 

(5) 広域交通アクセスとの連携 

表 高速バスの運行状況 

運行区間 
運行本数 

平成 26年 10月 令和５年４月 

宮津・天橋立・峰山 京都・長岡京 ３往復 ５往復 

宮津・天橋立・峰山 大阪（梅田） ３往復 ３往復 

福知山・舞鶴 大阪（梅田） ２往復 ２往復 

福知山 大阪・上本町 － ３往復 

福知山 なんば(OCAT) ６往復 ９往復 

福知山 神戸（三宮） ６往復 10往復 

福知山 京都 － ２往復（運休） 

福知山 京都・名古屋 － １往復（運休） 

舞鶴 京都 ６往復 ５往復 

舞鶴 なんば(OCAT) ６往復 ８往復(2往復運休) 

舞鶴 神戸（三宮） ８往復 ９往復(2往復運休) 

豊岡・城崎 大阪 ３往復 ６往復(3往復運休) 

豊岡・城崎 神戸（三宮） ３往復 ３往復(1往復運休) 

豊岡・城崎 京都 － ２往復(運休) 

計  46往復 68往復（13往復運休） 
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表 天橋立～京阪神の高速バスと鉄道の比較 

 高速バス 鉄道（ＪＲ＋丹鉄） 

所要時間 運賃 所要時間 運賃・料金 

天橋立～京都 2:05 3,000円 2:01～2:14 5,000円 

天橋立～大阪 2:36～2:47 3,000円 2:20 6,120円 

 

 

 

表 空港との交通アクセスの状況 

【関西国際空港】 

区間 交通手段 
平成 26年４月 令和５年４月 

所要時間 運賃等 所要時間 運賃等 

舞鶴～関西空港 ＪＲ 2:56 5,830円 3:05 7,550円 

ＪＲ・南海 3:26 4,990円 3:23 5,670円 

ＪＲ・連絡バス 3:25 5,460円 3:38 3,770円 

高速バス等 3:28 3,250円 3:22 4,150円 

峰山～関西空港 丹鉄・ＪＲ 3:58 7,280円 3:42 9,290円 

丹鉄･ＪＲ･南海 4:42 6,780円 3:49 8,200円 

 

【大阪空港（伊丹空港）、神戸空港、但馬空港】 

空港 区間 交通手段 
令和５年４月 

所要時間 運賃等 

大阪空港 

（伊丹） 

舞鶴～大阪空港 ＪＲ･阪急･大阪モノレール 3:01 5,470円 

ＪＲ・空港リムジンバス(京都乗換) 2:51 5,710円 

高速バス（空港直行） 1:55 2,200円 

峰山～大阪空港 丹鉄･ＪＲ･阪急･大阪モノレール 3:09 5,790円 

丹鉄・高速バス（福知山乗換） 2:38 4,100円 

丹鉄・高速バス（西舞鶴乗換） 2:53 3,100円 

高速バス（空港直行） 2:50 3,200円 

神戸空港 舞鶴～神戸空港 ＪＲ(京都経由)･ポートライナー 3:00 5,810円 

ＪＲ(福知山線経由)･ポートライナー 3:10 5,810円 

高速バス・ポートライナー 2:23 2,490円 

峰山～神戸空港 丹鉄･ＪＲ･ポートライナー 3:33 7,140円 

丹鉄･高速ﾊﾞｽ(福知山乗換)･ﾎﾟｰﾄﾗｲﾅｰ 3:18 4,440円 

但馬空港 舞鶴～但馬空港 ＪＲ・路線バス 2:52 2,300円 

丹鉄(宮豊線経由)・路線バス 3:16 2,030円 

宮津～但馬空港 丹鉄・ＪＲ・路線バス 2:29 4,690円 

丹鉄(宮豊線経由)・路線バス 2:08 1,620円 

※運賃等は、当該交通手段における所要時間最速の場合の金額であり、通常期特急料金等を含む 
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2.2 京都丹後鉄道の利用状況 

(1) これまでの利用実績と将来予測 

 丹鉄の利用者数は、上下分離で営業開始した平成 27年度に増加したが、その後は、沿線地

域の人口減少、京都縦貫自動車道の整備などの影響を受け、減少傾向が続いている。特に、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた令和２年度には、定期外利用者が大幅に減少し

た。令和３年度以降回復傾向にはあるが、コロナ禍前の状況に戻っておらず、令和５年度以

降も乗車人員の減少が予測される。 

 

出典：京都府資料 

図 利用者数の実績と将来予測（成行予測）（京都府作成資料） 

 

(2) インバウンドの利用者見込み 

前章の１(7)で示したように、丹鉄沿線地域全体の観光入込客数は、令和元年度まで増加傾

向にあったが、令和２年度の新型コロナウイルス感染症の拡大によって大きな打撃を受け、

大幅に減少している。しかし令和４年度からは新型コロナウイルス感染症の拡大が概ね終息

し、訪日外国人旅行者数も全国的に増加の兆しを見せている。観光庁の資料によると、令和

７年頃には世界全体の国際空港需要がコロナ禍以前の水準まで回復するという見通しが示さ

れており、コロナ禍前まで訪日外国人旅行者が順調に増加していた沿線地域においても、こ

の先２～３年後には回復するものと期待される。 

丹鉄においても、今後回復が見込まれる訪日外国人旅行者の利用をいかに増やすかが課題

である。 

 
出典：京都府域観光入込客数等調査報告書、豊岡観光イノベーション HP 

図 沿線地域の外国人宿泊客数【再掲】 
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参考：国土交通省観光庁「新たな観光立国推進基本計画に向けて」 

図 コロナ禍以降の訪日外国人旅行者数の全国的な見通し 
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2.3 ＷＴの経営状況 

(1) 損益 

上下分離による運行が始まった平成 27年度のＷＴの経常損益は 0.7億円であったが、以後

年々赤字額が増加し、令和元年度には 1.7億円の赤字となり、平成 27年度の上下分離開始時

点の２倍以上となった。営業損益は新型コロナウイルス感染症が拡大し利用者数が大きく減

少した令和２年度と令和３年度には 4.9 億円の赤字と、令和元年度と比べて３倍弱の赤字額

増加、上下分離開始時点からは５倍以上の増加となった。令和４年度はコロナ禍からの回復

も見られ、3.5億円の赤字となっている。 

 
出典：～R2：鉄道統計年報、R3～：京都府資料 

図 経常損益と営業損益の推移 

 

ＷＴの経常収益と経常費用の推移を比較すると、経常収益は上下分離が開始された平成 27

年度の 11.7 億円を最高に、以後は 11 億円前後で横ばいであったが、新型コロナウイルス感

染症が拡大した令和２年度は前年度より 1.3 億円減の 9.8 億円となった。経常費用は、平成

27 年度以降 12 億円台で推移していたが、令和２年度は利用者の減少により費用も減少した

と考えられ、経常利益と同じく 1.3億円減の 11.5億円であった。令和３年度と令和４年度は

コロナ禍からの回復により収益も増加しているが、費用も増加している。 

 
出典：～R2：鉄道統計年報、R3～：京都府資料 

図 経常収益及び経常費用の推移 
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(2) 収入 

ＷＴの旅客運輸収入は、上下分離初年度の平成 27年度の 8.8億円から徐々に減少し、令和

元年度には 8.0 億円となった。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で利用者数が大きく

減少した令和２年度には 4.3 億円と激減し、特に定期外収入は１年で半分以上減少した。令

和２年度以降は、定期収入は増減していないが定期外収入は増加している。 

 

出典：～R2：鉄道統計年報、R3～：京都府資料 

図 旅客運輸収入の推移 

 

旅客運輸収入以外の収入をみると、コロナ禍前は旅客運輸収入の減少を運輸雑収（駅や車

内の広告料等）で補った部分もあり、営業収益がほぼ横ばいとなっている。新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により旅客運輸収入が大きく減少した令和２年度は、運輸雑収も減少し

たが、前年度までほとんどなかった営業外収入が大きく増加した。この大半は、コロナ禍に

よる大幅な利用者減少に対する沿線自治体からの助成金収入である。その結果、経常収益は

9.8億円となり対前年比１割強の減少にとどまっている。 

 

出典：～R2：鉄道統計年報、R3～：京都府資料 

図 営業収益(旅客運輸収入・運輸雑収)と営業外収益の推移 
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(3) 支出 

ＷＴの経常費用は、上下分離初年度の平成 27 年度の 12.4 億円以降、翌年度に減少したが

以後微増傾向で、令和元年度に 12.8億円と最高を記録した。令和２年度は前述のように利用

者数の大幅な減少により収入が減少したが経費も減少し、上下分離開始以降最も低い 11.5億

円であった。令和３年度以降は増加傾向となっている。 

 

出典：～R2：鉄道統計年報、R3～：京都府資料 

図 経常費用の内訳と推移 
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2.4 沿線自治体のまちづくり計画等 

(1) 沿線自治体のまちづくり計画における鉄道の位置づけ 

表 まちづくり計画における鉄道の位置づけ 

 名称 策定 鉄道の位置付け・活用に関する記述 

京
都
府 

京都府総合 

計画 

R5 

 

■地域公共交通の利便性向上による生活の足の維持・確保 

・丹鉄の防災・長寿命化対策や車両のリニューアルによる輸送

の安定性向上 

・キャッシュレス決済や MaaS導入等による利便性向上 

■中丹地域振興計画 

・利便性の向上により公共交通の活用を促進 

■丹後地域振興計画 

・丹鉄は、地域の生活を守り、観光を支える基盤として、地域

全体で支えていくことが重要 

兵
庫
県 

但馬地域都市

計画区域マス

タープラン 

R3 ■都市施設に関する方針 

・交通施設 

鉄道と路線バス等との接続改善等による公共交通の利便性

向上や利用促進 

福
知
山
市 

まちづくり 

構想福知山 

R3 ■持続性のある移動手段の確保 

・持続可能な公共交通の制度設計・運営 

・バス、鉄道などの既存公共交通の維持を図るための利用促進 

・モビリティマネジメントの普及 

・公共交通のネットワーク機能の充実 

福知山市都市

計画マスター

プラン 

R4 ■ふるさとの暮らしをまもるまちづくり 

・周辺地域の拠点整備 ・交通ネットワーク整備 

・開発指導等による乱開発の抑制 

・移住・定住の促進 

福知山市立地

適正化計画 

R4 ■都市機能誘導区域 

福知山駅、福知山市役所から半径 800mの範囲を基本に設定 

■誘導方針 

1.歩きたくなる賑わいのある市街地の創出 

2.多様な都市機能が暮らしを豊かにするまちの実現 

3.災害に対する危機対応力の強化 

4.交通ネットワークの拠点機能の向上   

舞
鶴
市 

第７次舞鶴市

総合計画 

R1 ■コンパクトシティの推進 

・駅を中心とした拠点形成によるまちなか創生 

ＪＲ駅周辺への都市機能の誘導等によるまちなかの再構築 

・使いやすい公共交通ネットワークの確保及び利用促進 

1.鉄道、路線バス及び自主運行バスの運行の支援 

2.公共交通の利便性向上と交通アクセスの充実 

3.市民、交通事業者及び行政の連携による公共交通の利用 
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促進 

4.持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークの検討 

舞鶴市都市計

画マスタープ

ラン 

H30 ■【土地利用】活力を生み出すコンパクトで機能的なまちづくり 

・鉄道駅を中心としたまちなかの活力と賑わいの創出 

■【公共交通】利便性の高い地域公共交通サービスの構築 

1.公共交通の利便性の向上と交通アクセスの向上 

2.鉄道・路線バス及び自主運行バスの支援 

3.市民、交通事業者及び行政の連携による公共交通の利用 

促進 

4.より利便性の高い持続可能で総合的な地域公共交通サービ 

スのあり方の検討 

舞鶴市立地適

正化計画 

H30 ■舞鶴市立地適正化計画の理念 

・「コンパクトシティ」の形成 ～駅を中心とした賑わい拠点形

成とまちなか居住推進による「まちなか創生」～ 

■都市機能誘導区域 

1.拠点の賑わいを分散させないため、鉄道駅を中心に極力コ

ンパクトな範囲のみを対象  

2.なお、商業区域（商店街）は、居住誘導区域に住む人にと

っての生活利便エリアとしての再生を図ることとし、都市

機能誘導区域の対象外 

■誘導施策 

1.居住誘導区域と都市機能誘導区域をつなぐ交通結節点とし

て、駅前広場を再整備 

2.にぎわい複合施設や高齢者向け集合住宅等の整備 

宮
津
市 

第７次宮津市

総合計画 

R3 ■安全・安心に生活でき、環境にやさしいまちづくり 

・公共交通：「誰もが移動しやすいまち」 

持続可能な公共交通を確立し、併せて、先端技術を活用した

シームレスな(継ぎ目のない)移動しやすいまちを目指す 

宮津市都市計

画マスタープ

ラン 

R3 ■市民生活を支え、観光交流地を実現する総合的な交通ネットワ

ークの形成  

1.道路ネットワークの形成 

2.公共交通網の維持 

公共交通網の整備が望まれており、丹鉄については、ＪＲ

線や路線バスとの連絡など、市民や観光客の利用に応じた

サービスを向上 

京
丹
後
市 

第２次京丹後

市総合計画 

H27 ■ひとが行き交う公共交通の充実 

1.公共交通の充実 

2.鉄道の運行支援と魅力発信 

3.ローカル鉄道とローカルバスの国内外への魅力発信 

4.将来を見据えた高速鉄道の整備実現 
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京丹後市都市

計画マスター

プラン 

R3 ■公共交通の利便性向上 

1.鉄道を基軸とした地域の活性化に結びつく公共交通ネット

ワークの構築 

2.交通弱者である高齢者等への買物・通院難民対策の取組 

3.都市機能の集積効果を高める駅やバスターミナルの整備 

■駅と市街地における観光・交流機能の向上 

1.駅の機能向上と合わせた周辺整備と施設の段差解消 

2.駅周辺から観光資源への周遊を促す取り組み 

伊
根
町 

第６次伊根町

総合計画 

R2 ■交通インフラの整備 

安心安全な道路と公共交通の確保 

1.道路の整備と管理 

2.公共交通の確保 

伊根町過疎地

域持続的発展

市町村計画 

R3 ■交通施設の整備、交通手段の確保 

1.幹線バス運行路線の維持 

2.路線バスと地域内交通との乗り換え等利便性の向上 

3.公共交通空白地有償運送等の手法での輸送手段の実施促進 

4.丹鉄の存続 

与
謝
野
町 

与謝野町過疎

地域持続的発

展市町村計画 

R3 ■交通施設の整備、交通手段の確保 

1.鉄道の安全・快適な運行を確保するため、必要な支援 

2.駅及び駅周辺のにぎわいづくりを進め、鉄道の利用促進 

3.低額で乗車できる路線バス等の維持・拡大 

4.路線バスと町営バスの効率的な運行に努め、継続して利用

促進 

5.交通事業者との連携を図り、自由度の高い移動サービスの

利用促進 

6.町民の公共交通の利用促進を図るため、必要な支援 

第２次与謝野

町総合計画 

 

R5 ■快適で暮らしやすい生活環境づくり 

・利用しやすい公共交通の確保 

丹鉄や路線バスの維持に向けた支援や利用促進を行うほか、

進展する高齢化社会を見据えて、持続性のある利用しやすい

地域内交通体系を構築 

1.丹鉄利用促進 

2.与謝野駅舎管理運営 

3.地方バス路線運行維持支援 

4.地域内公共交通確保維持 

豊
岡
市 

豊岡市基本 

構想 

H29 ■持続可能な「力」を高めるまち 

・まちに活力と賑わいをもたらすため、定住環境、広域交流基

盤、都市基盤の整備などを進め、若い力が発揮できる「持続

可能な「力」を高めるまちづくり」を推進 
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 豊岡市都市計

画マスタープ

ラン 

H31 ■交通網の方針 

・公共交通の維持、充実 

  官民一体となったバス路線等、地域公共交通の維持、充実 

・鉄道等の公共交通の維持、充実 

  都市との交流において、ＪＲ等の鉄道、コウノトリ但馬空港

を利用した航空路線の積極的な活用により本市と市外との

アクセス性を維持、向上 

■目標に沿った地域づくりの方針 

・人がつどい、にぎわう市街地の形成 

  ＪＲ豊岡駅周辺の中心市街地の都市機能充実 

 

(2) 沿線自治体の地域公共交通計画の策定状況 

表 地域公共交通計画策定状況 

自治体 計画名 計画期間 

福知山市 福知山市地域公共交通計画（R4.3） R4～R8 

舞鶴市 舞鶴市地域公共交通計画（R3.3） R3～R10 

宮津市 宮津市地域公共交通計画（R4.3） R4～R8 

京丹後市 京丹後市地域公共交通計画（R5策定予定） R6～ 

伊根町 伊根町地域公共交通計画（R5.6） R5～R8 

与謝野町 与謝野町地域公共交通計画（R5策定予定） R6～R8 

豊岡市 豊岡市地域公共交通網形成計画（H28） H28～R7 

福知山市、舞鶴市、綾部市、

宮津市、京丹後市、伊根町、

与謝野町 

京都府北部地域連携都市圏公共交通計画（R4.3） R4～R8 

兵庫県、豊岡市、養父市、

朝来市、香美町、新温泉町 

但馬地域公共交通計画（R4.3） R4～R13 

 

(3) 沿線自治体の観光振興計画における鉄道の位置づけ 

表 観光振興計画等における鉄道の位置づけ 

自治体 観光関連の計画名 計画における鉄道の位置づけ 

宮津市 宮津市観光戦略

（R4.3） 

戦略２ 観光消費単価・顧客満足度を上げる 

Ａ）目的地の複数化で滞在時間を延ばす＝天橋立プラス

アルファの地域資源の育成 

施策⑵ 関係人口化・ファン化を見据えた新たな観光

サービスの開拓 

３.ジビエ、トレイル、歴史、鉄道など特定ファン層の

コンテンツ造成 

京丹後市 第４次京丹後市観

光振興計画（R5.2） 

２ 観光の課題及び対策の方向性 

【課題７】老朽化した観光関連のインフラ整備や交通基

盤の強靭化、利便性充実に向けた取組が必要 
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＜対策の方向性＞ 

○ 災害等に強い観光地になるために、高速道路や鉄

道網、航空路線等の交通インフラの整備促進が必要 

※以下は観光振興に特化した計画はなく、総合計画の中で観光における鉄道の位置づけに言及 

福知山市 まちづくり構想 

福知山（R4.3） 

（基本政策８）市民一人ひとりが、時代の変化を先取りし、 

地域産業の発展に貢献できるまち 

８－２ ＤＸを生かした商業・サービス業の活性化 

施策② 市の特質を踏まえたキラリと光る観光戦略の 

推進 

◆対応の方向 

〇本市の地域資源である鉄道を生かした鉄道保存展

示施設「フクレル」（旧ポッポランド）の開設など地

域資源を生かした新たな誘客コンテンツの創出 

宮津市 第７次宮津市総合

計画（R3.5） 

１ 地域経済力が高まるまちづくり 

(4)宮津の海の資源を活かした魅力的な海のまち 

◇民間事業者等と連携した周遊観光の推進等多様な

ニーズに対応する「海」を活かした観光まちづくり

に取り組む 

８ 田井宮津ヨットハーバーを遊覧船や漁船タクシ

ー等の海上交通の拠点とし、MaaS も活用してバ

スや鉄道などの公共交通をつなぐことにより、観

光地などを結ぶ魅力ある新たな交通ネットワー

クを形成 

※ 上記のほか、「海の京都」観光地域づくり戦略を令和５年度に改定予定 

 

(4) 駅周辺のまちづくりに関する取組 

表 駅周辺まちづくりの取組状況及び今後の計画 

自治体名 H27～R5 R6～ 

福知山市 ・駅正面リニューアル事業 

（まちのデザインに合う店舗等の開設促進） 

・福知山市新文化ホール整備 

舞鶴市 ・西舞鶴駅周辺 歴史の道整備 ・西舞鶴駅西口駅前広場整備 

・中央図書館整備 

宮津市 ・天橋立駅 駅舎改修及び駅周辺の整備 

 （ホームや待合室、駅前広場等の整備） 

・丹後由良駅 駅舎改修 

 （カフェの設置、レンタサイクルの設置） 

・宮津駅 駅舎改修に向けた設計 

・宮津駅 駅舎整備 

 （待合スペースの改修 等） 

京丹後市 ・久美浜駅 駅舎改修 

 （駅舎の改修、カフェの設置 等） 

 

豊岡市 ・芸術文化観光専門職大学整備  
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３ 北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画（H27～R6）の取組状況と評価 

(1) 北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画の取組状況 

網形成計画で取り組むこととした全 29 施策のうち 27 施策について実施することができた。

取組の中には、新型コロナウイルス感染症の拡大で中断を余儀なくされたものや、試行段階で

本格実施に至らなかったものもあるが、駅施設のバリアフリー化、新駅設置の２項目を除いた

取組が実施され、地域交通を取り巻く環境は、網形成計画策定前より改善されている。 

 

表 網形成計画の取組状況 

 

 

 

目標 具体的な取組 取組状況 評価 

a 上下分離によ

る鉄道事業の

再構築等  

経営の抜本的改

革 

●上下分離による鉄道事業再構築の実施（H27.4） 

基盤管理をＫＴＲ、運行を WTが実施 

◎ 

支援スキームの

見直し 

●上下分離により、自治体は基盤部分にのみ補助 ◎ 

b 圏域へのアク

セス時間の短

縮 

京阪神方面との

アクセス強化に

よる利便性向上 

●早朝の京都発特急と接続（H27.3） 

京都駅～天橋立駅 11:03着→9:35着 

●丹後発の最終特急を繰下（H30.3） 

網野駅～京都駅  20:48着→21:19着 

●「JR-WEST RAIL PASS」の対象エリアとして参入（H29） 

▼関空からの直通バスは実現できず 

●伊丹空港～福知山駅は 1日 9往復運行 

●但馬空港～豊岡駅は 1日 2往復運行 

〇但馬空港～峰山・久美浜駅間 R1に期間限定運行 

◎ 

首都圏・海外か

らの拠点である

関西国際空港等

からのアクセス

改善等の検討 

△ 

c 公共交通ネッ

トワークの利

便性向上 

都市間の移動時

間の短縮 

〇MF車 5両は更新（H30～R3）、ダイヤ見直しは未実施 △ 

クルーズ船との

連携 

〇クルーズ客に対し丹鉄による観光の案内を実施 

〇入港時に臨時のくろまつ号及び快速を運行 

△ 

丹後半島パルス

タイムテーブル

化等の検討 

●ダイヤ改正で、デイタイムの福知山駅、豊岡駅、西舞鶴

駅、宮津駅発車時刻をパターン化（H30.3） 

●鉄道・バス時刻表を作成 

〇路線バス等との乗継改善も推進 

●京都府北部地域連携都市圏公共交通計画を策定（R4.3） 
 

◎ 

鉄道とアクセス

交通との連携 

●伊根湾巡りルートの乗換連携 

●天橋立駅、久美浜駅など：eバイクレンタル 

●天橋立駅、豊岡駅など：レンタサイクル 

●京丹後市域におけるデマンド交通 mobiの実施 

●網野タクシー・久美浜タクシーの運行 

◎ 

取組状況凡例 ●：実施  ○：一部実施  ▼：未実施 

評価凡例   ◎：達成  △：着手済   ×：取組なし 
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丹後半島を回遊

する観光周遊ル

ート等の整備 

●車両、船舶、案内板など海の京都のトータルデザイン 

●臨時快速城崎・天橋立ダイレクトの運行（H30～R2） 

●豊岡駅 たじまわる号の運行 

●ぐるっと丹後周遊バスの運行 

●城崎温泉～天橋立バス直通便の運行 

●くみはまライナーの運行（城崎温泉駅～久美浜駅）(H28) 

◎ 

ＫＴＲ駅から目

的地までの公共

交通網の再編 

〇西舞鶴駅 夜間の東舞鶴方面接続 6本中 5本 

〇大江駅 大江山の家行バス 4往復/日 

     デマンド大江鬼楽バスの運行 

          市営バス（二箇下線） 

     鬼タク（大江地域内 予約制） 

〇豊岡駅 城崎方面との乗換改善(～10 分 16 本、11～20

分 7本、21分～8本)、カーシェアリング 

△ 

ｄ 安心・安全に向

けた設備・体制

の整備 

鉄道施設の快適

性及び安全性の

更なる向上 

●鉄道事業再構築実施計画を上回る設備投資の実施 

（PCマクラギ化、車両更新 等） 

●安全評価外部委員会(2 回/年)及び自治体との安全に関

する連絡協議会の開催（1回/年） 

◎ 

ｅ 魅力的で快適

な車両等の整

備 

デザイン車両の

利用促進 

●くろまつ号を沿線の食・魅力を体験する「 FOOD 

EXPERIENCE」として運行→収入：R1/H27=1.2倍 

●あかまつ号、あおまつ号における車内販売の充実（地ワ

イン、地ビール、丹鉄珈琲、丹鉄グッズなど） 

●由良川横断時の徐行運転など 

◎ 

車両等の快適化

に向けた計画的

整備 

●特急車両改装「丹後の海」：5編成 10両（H29） 

●MF車 5両の更新（H30～R3） 

●ラッピング列車「海の京都トレイン」運行開始：（R4） 

◎ 

f 快適性・利便

性・魅力の向上 

駅待ち環境・駅

施設の改善 

●宮津駅：「丹鉄珈琲～114km Cafe」開設（H30） 

     待合スペース改修（R5～R6） 

●久美浜駅：喫茶コーナー、コインロッカー設置（H29） 

●丹後由良駅：喫茶コーナー、エアコン整備（H29） 

●コウノトリの郷駅：駅舎カフェ「ぽっぽや」（R2） 

●駅舎周辺や線路等沿線の環境美化活動への補助支援 

◎ 

駅のバリアフリ

ー化 

 

× 

自動券売機の導

入、ICTの活用 

●MaaS導入実証実験 QRコード決済の導入（R1） 

●Visaタッチ決済導入(R2) 

◎ 

情報ポータルサ

イトの整備 

●ダイヤの GTFSデータ化により各検索サイトで検索可 

〇JR WESTERとの連携推進 

△ 

ｇ ターゲットを

明確にした取

り組みの実施 

地域やＪＲ等と

連携した観光情

報／乗継情報の

●ＷＴの WEBサイトで丹鉄を活用した北近畿観光情報や周

遊コースを紹介 

◎ 
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提供、プロモー

ション 

●海の京都ＤＭＯの WEBサイトでも府北部の観光スポット

を紹介。鉄道の旅の WEBサイトでは、京都駅からの交通

も紹介 

●ＪＲ西日本「WESTER」との連携推進 

外国人向けサー

ビスの充実 

●「JR-WEST RAIL PASS」への参画（H29） 

●WEBサイトの多言語対応、外国人向けプロモーション 

●Wi-Fi環境の整備：西舞鶴駅（整備予定）、丹後由良駅、

宮津駅（整備予定）、与謝野駅、京丹後大宮駅、峰山駅、

網野駅、夕日ヶ浦木津温泉駅、小天橋駅、久美浜駅 

●Visaタッチ決済の導入(R2) 

●交通系ＩＣ、クレジットカードでの切符購入に対応 

◎ 

ｈ 沿線の事業所、

住民等と連携

した地域主体

の取り組み 

行政職員へ積極

利用の働きかけ 

●公共交通利用の啓発チラシによる広報 

●職員への呼びかけ（ノーマイカーデー、エコ通勤等） 

◎ 

モビリティ・マ

ネジメントの実

施 

●「丹鉄新聞」、「たんてつこども新聞」の発行 

●バス・エコファミリーの実施 

●高齢者向け 200円レールや敬老乗車券事業の実施 

●運転免許証自主返納支援制度の実施 

△ 

学校行事やイベ

ントでの利用促

進 

●中学校・高等学校団体利用助成の実施 

●くろまつ号 5 周年、あかまつ号・あおまつ号 10 周年記

念イベント 

●キッズトレインの運行（R4） 

●もうひとつの京都周遊パスの販売（R4） 

◎ 

ｉ コンパクトな

まちづくりと

都市・地域間の

連携 

都市計画、マス

タープラン等に

おける位置づけ

の明確化 

●京都府北部地域連携都市圏公共交通計画策定（R4.3） 

●立地適正化計画策定（舞鶴市、福知山市） 

●都市計画マスタープラン作成(福知山市、舞鶴市、宮津

市、京丹後市、兵庫県、豊岡市) 

◎ 

駅周辺等への都

市機能の再配置 

〇福知山駅、西舞鶴駅周辺のまちづくり事業に加え、宮津

駅周辺の賑わいづくり事業に着手 

△ 

新駅の検討   × 

駅機能、駅周辺

の再整備及び未

利用地の活性化 

●丹後由良駅、久美浜駅：喫茶コーナー等整備 

●西舞鶴駅西口駅前広場の整備に着手 

●豊岡駅：駅周辺の遊休地の活用の補助制度創設 

△ 

ｊ 海の京都等に

よる観光まち

づくり 

観光地の魅力向

上 

●海の京都ＤＭＯの設立（H28） 

●（一社）豊岡観光イノベーションの設立（H28） 

●ＤＭＯ等を中心に、観光スポットの魅力向上や広域観光

プロモーションを実施 

◎ 

ｋ 環境にやさし

いまちづくり 

EVタクシー等の

環境にやさしい

交通手段の導入 

●網野駅・久美浜駅：EV乗合タクシーの導入（H27～R2） 

●いねタク（伊根町予約型乗合交通）の運行開始（R4） 

◎ 
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自転車の積極的

な利用促進 

●丹後由良駅でレンタサイクル導入（H29） 

●eバイクによる周遊観光推進（R1） 

●サイクルトレインの運行（R4） 

●駅前にサイクルラック設置、工具や充電器貸出（R4） 

●豊岡駅レンタサイクル利用料補助 

◎ 

 

(2) 北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画の数値目標達成状況 

網形成計画で設定した評価指標のうち、数値目標等を達成しているものは、16項目のうち６

項目と少ない。特に人員や人口に係る数値の達成状況が悪く、丹鉄の活性化・再生に最も重要

となる年間輸送人員については、コロナ禍の影響もあり、目標値を大きく下回る結果となって

いる。しかし、コロナ禍直前までの段階では目標値を達成できていた指標もある。 

 

表 網形成計画の目標とする指標と達成状況 

 

 

目標とする指標 

数値目標等 達成状況  
計画策定前 

(H25) 

目標値 

（R1） 

達成値 

（R5.4） 

評

価 

備考 

◆:コロナ禍前の R1時点の参考値 

1.年間輸送人員 186.2万人 200万人 131.5万人 × ◆R1：157.9万人 

2.京阪神方面から朝一

番特急による天橋立駅

への到着時間 

11時 03分 9時台 9時 32分 〇  

3.関西空港から峰山駅

のアクセス時間 
約 4時間 3.5時間 約 4時間 ×  

4.宮津～福知山間の普

通列車の所要時間 
50分 45分 50分 × 1日平均 

5.沿線地域のバス年間

輸送人員（丹後地域） 
625千人 625千人 629千人 〇 R3.10～R4.9 

6.安全評価外部委員会・

自治体安全連絡協議会

の開催 

0回/年 2回以上/年 2～3回/年 〇   

7.デザイン列車利用者数 40,600人 70,000人 160,747人 〇 ◆R1：185,364人（〇） 

8.駅構内のバリアフリ

ー化（段差解消） 
13駅 18駅 13駅 ×  

9.公共交通ポータルサ

イトの構築 
なし あり なし ×  

10.沿線地域の訪日外国

人数(丹後地域宿泊客

数) 

16,453人 20,000人 
3,305人 

（R3） 
△ ◆R1：77,482人（〇）  

11.KTR 駅でのクレジッ

トカード利用可能な駅 
2駅 5駅 13駅 〇 

福知山･大江･西舞鶴･宮津･天橋

立･与謝野･京丹後大宮･峰山･網

野･夕日ヶ浦木津温泉･小天橋･

久美浜･豊岡 

評価凡例  〇：達成  △：一部達成  ×：未達成 
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12.職場への公共交通利

用の働きかけ（MM）の

実施市町村数 

1市 5市町 7市町 〇 利用促進協議会で実施 

13.駅周辺の常住人口 

（国勢調査） 

73,611人

(H22) 
73,611人 

69,605人

（R2） 
×   

14.駅周辺の従業人口 

（経済センサス） 

53,634人

(H21) 
53,634人 

44,265人

（H28） 
×  

15.自動車分担率 

（PT調査。平日平均） 
70.1%(H22) 66.6% 

73.2% 

（R3） 
×  

16.観光入込客数 
906万人

(H24) 
1,090万人 

559万人 

（R3） 
△ 

◆R1：1,068万人 

◆R2   688万人 

 

(3) 北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画の評価 

天橋立に９時台に到着する京阪神方面からの特急や、19時台に宮津駅を発車する特急などの

実現により、丹後地域での滞在時間が大幅に延長された。 

海の京都ＤＭＯ（平成 28年設立）やＷＴ等と連携した情報発信や観光振興にも積極的に取り

組み、インバウンドを含む観光客の受け入れ体制などは大幅に改善されている。 

また、列車本数は上下分離前から維持されているだけでなく、パターンダイヤ化や乗り継ぎ

改善、バス等との接続改善にも取り組み、地域公共交通の利便性は改善方向にある。 

一方、駅のバリアフリー化や駅前整備などはほとんど手が付けられていない状況である。 

丹鉄の収支均衡を図り、活性化・再生を図っていくためには、年間輸送人員の増加を図る必

要があり、京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画においては、地域の人たちにいかに利用してい

ただくか、増加する観光客をいかに利用に結び付けるか、年間輸送人員の増加に着目した施策

の展開が重要と考える。 

 

表 網形成計画策定時の課題の取組後の改善状況 

 

 

沿線地域の現状 交通が抱える課題 改善状況 

1.人口減少・少子高齢化の進

展 

 沿線地域の人口は減少傾向 

 65 歳以上の人口は増加傾

向で 64 歳以下の人口は減

少傾向 

a.沿線人口の減少とともに利

用者数が減少 

◆コロナ禍もあり想定以上の

大幅な減少 

b.当面、高齢者の増加や 200円

バスの導入で公共交通ニーズ

は高いが、採算面は厳しい 

▼運転手不足が顕在化し、一部

で減便等を招いている 

c.当面、通勤・通学定期利用者

は横ばい。将来は少子化によ

り、高校生の通学定期利用者数

が減少 

◆道路整備の進展、コロナ禍に

よる公共交通離れなどにより、

通勤・通学定期利用者は減少 

2.周辺交通環境の変化 

 世帯あたり自動車保有台数

は近年微減傾向であるが、

a.自動車に比べて利便性・快適

性に劣るため、駅から離れた地

域を中心に、自動車に依存する

◆駅へのアクセス性の向上や

ＫＴＲ車両の更新、改良も進め

ているが、依然、自動車へ依存

傾向にある。 

改善状況凡例  ●：改善されている  ◆：一部改善が必要  ▼：改善が必要 
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１人あたりの保有台数は増

加 

 京都縦貫自動車道等の高速

道路や一般道路などの道路

整備が進展 

 高速バスが徐々に増加 

 高齢ドライバー増加による

自動車事故の増加 

傾向(駅へのアクセス交通が不

便、ＫＴＲ車両の老朽化など) 
 

b.ＪＲ特急と高速バスの速達

性・定時性の差が拡大してお

り、京都縦貫自動車道の開通で

さらに変化 

▼京都縦貫自動車道が全線開

通するとともに、事業中の大宮

峰山道路が整備された場合、道

路との速達性等の差はさらに

拡大 

3.駅周辺の都市構造の変化 

 福知山駅、西舞鶴駅、豊岡

駅の各駅では駅周辺整備が

進みつつあるが、他の駅で

は徒歩圏内に目的施設が少

なく、駅勢圏内の従業人口、

常住人口が減少傾向 

 スーパーや病院、公共施設

等の集客施設が幹線道路沿

いに新たに立地 

a.駅周辺の居住者が少なく、集

客施設もない所が多いため、鉄

道駅に至る公共交通が育たな

い 

◆沿線自治体において、地域公

共交通の維持・確保の取組が進

められているが、経営環境など

非常に厳しい状況 

b.生活関連施設が分散し、公共

交通では行きにくいため、昼間

の利用増が見込めない 

◆駅周辺に新たな集客等の施

設の整備はほとんどなく、駅周

辺の都市構造に大きな変化は

ない 

4.観光需要や地場産業の停滞 

 レジャーの多様化、海水浴

客の減少等から、沿線地域

の観光入込客数は横ばいか

らやや減少傾向 

 織物業など地場産業の停滞 

 外国人へのＰＲや受入体制

が不十分 

 丹後地域と但馬・丹波との

連携（交通網、宣伝等）が不

足 

a.観光需要やビジネス需要が

停滞し、定期外利用者数が減少

傾向 

◆海の京都などの取組により

観光客は増加傾向で、定期外利

用者は横ばいであったが、コロ

ナ禍により減少 

b.公共交通の利用が見込める

観光客や LCC 利用の訪日外国

人旅行客への対応が不十分 

・ 関空からの時間距離が長い 

・ ＪＲ特急の運行時間帯が短

い（早朝、夜の便がない） 

・ 外国人へ情報提供が不十分 

・ 公共交通の乗継情報が得ら

れるポータルサイトがない 

・ 府県をまたいで移動するニ

ーズに対する視点が欠如 

等 

●訪日外国人旅行客への対応

は大幅に改善 

・ＪＲ特急の早朝・夜の便が運

行 

・ＷＴのWEBサイトでインバウ

ンド向けプロモーションを

実施 

・英語の車内放送や駅の番号

表示の実施 

・JR-WEST RAIL PASSの導入 

・天橋立駅及び網野駅の観光

案内所に外国人案内担当を

配置 

 

 

 



 

38 

丹鉄沿線地域の交通に関する主な課題 改善状況 

① 京阪神・首都圏からの交通アクセス 

・ 京阪神から朝一番の特急で天橋立駅まで向かう場合、福知山

駅での乗り換えが必要であり、到着が 11時過ぎになる 

・ 首都圏から新幹線や航空機を利用した場合も、天橋立駅に午

前中に到着することは難しい 

・ 首都圏からの高速バスは、福知山・舞鶴へ 1日１往復が運行 

●京阪神、首都圏との交通ア

クセスは改善 

早朝特急の運行により京阪神

からは 9 時台に天橋立駅へ到

着、首都圏からの高速バスは

廃止・長期運休となったもの

の、鉄道利用で東京からは 10

時台に到着 

②関西国際空港との直通バス 

・ 関西国際空港から沿線地域へ直通で結ぶ空港バス等がない 

▼直通バスは実現されていな

い 

③沿線地域への交通アクセスに関する情報提供 

・ ＫＴＲやバス、ＪＲ等を網羅したマップや検索システム等が

少ないため、国内外の観光客にとって情報を収集しにくく、

沿線地域を自由に回遊するのが困難である 

●丹鉄、沿線バスのダイヤの

GTFS化を推進し、Google Maps

などで検索可能 

・丹鉄 MaaS導入の実証実験 

・ＪＲ西日本「WESTER」との連

携推進 

④周辺観光地との間の交通アクセス・連携 

・ 海の京都の観光戦略拠点や、城崎温泉や和田山など、府県間

を跨ぐ周遊観光を進めていくことが必要である 

・ 城崎温泉から天橋立へは、豊岡駅での乗り換え不便により、

待ち時間が長い 

◆城崎温泉駅と天橋立駅を結

ぶ「城崎・天橋立ダイレクト」

の運行 

観光利用者の動向や意向を踏

まえた戦略が必要 

⑤外国人観光客に対する取り組み 

・ 駅における外国語表記や外国語放送など、外国人観光客への

対応が進んでいない 

・ クレジットカードやデビットカードの導入拡大 

・ 公共交通の回遊システムとして、ICカードによる支払いや各

社共通の一日周遊券の発行等  

・ 無料の Wi-Fi環境の整備 

●外国人観光客に対する環境

は大幅に改善 

・英語の車内放送や駅の番号

表示の実施 

・JR-WEST RAIL PASSの導入 

・天橋立駅及び網野駅の観光

案内所に外国人案内担当を

配置 

・無料の Wi-Fi環境の整備 
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４ 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画 

4.1 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画の基本方針等 

(1) 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画策定の背景 

北近畿タンゴ鉄道は開業以来、沿線住民の日常の移動手段として、また、沿線地域のビジ

ネスや観光地と都市部を結ぶ産業基盤として重要な役割を果たしてきた。しかし、沿線人口

の減少や道路網整備と相まったモータリゼーションの進展、レジャーの多様化、産業の空洞

化等により、平成26年度には利用者数と旅客運輸収入がピーク時の約３分の２にまで減少

し、経常損失拡大に歯止めがかからない深刻な状況となっていた。  

このような状況の中、北近畿タンゴ鉄道の上下分離による鉄道事業再構築を進めるととも

に、沿線地域においても、駅等を拠点とするコンパクトなまちづくりや魅力的な観光まちづ

くりを進め、そうした拠点同士、拠点と目的地を有機的に結ぶなど、公共交通網を充実させ

ることで、持続可能で住みやすい地域社会を実現することを目指す「北近畿タンゴ鉄道沿線

地域公共交通網形成計画」を平成26年度に策定した。また併せて、「鉄道事業再構築実施計

画」を策定し、平成27年度からまちづくりと連携した公共交通網の形成に向けた取組と北近

畿タンゴ鉄道の上下分離による再構築を進めてきた。 

 北近畿タンゴ鉄道の上下分離後、通称が京都丹後鉄道と改められ、鉄道施設等基盤の管理

をＫＴＲが、鉄道の運行をＷＴが行うこととして、平成27年４月から再出発をしたが、沿線

地域の人口減少の加速、京都縦貫自動車道や山陰近畿自動車道の延伸、度重なる災害の発生

や新型コロナウイルス感染症の拡大などにより利用者数は減少を続けてきた。令和４年度に

はコロナ禍からの回復を見せたが、利用者数は約132万人にとどまり、上下分離前の平成26

年度の約184万人と比較して約７割にまで落ち込んでおり、運行会社の経営も非常に厳しい

状況となっている。 

このため、令和６年度に計画期間が満了となる「北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形

成計画」の期間終了後においても、引き続き、沿線自治体と交通事業者が連携して、丹鉄を

基軸とした地域公共交通網の利便性の向上、まちづくりと連携した公共交通網の整備、そし

て地域住民など多様な主体と連携した利用促進を進め、丹鉄の再構築に取り組むこととし、

そのマスタープランとして京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画を策定するものである。 

 

(2) 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画の基本方針 

今後10年間で丹鉄を基軸とした沿線地域の公共交通において、重点的に取り組むべき課題

に対応するものとする。 

 

＜次の10年間で取り組むべき課題＞ 

① 鉄道施設の老朽化が進むとともに、人口減少やコロナ禍の影響を受け利用者が減少す

るなど、厳しい経営状況が続く中で、沿線地域の生活を支え、地域経済の活性化の基

盤となる公共交通を維持していくためには、公共交通の安心・安全な運行の確保と、

運転手不足などにも対応した持続可能性の確保が大きな課題である。 

 

② これまでも魅力ある鉄道づくりや沿線地域の観光振興に取り組んできたが、利用者は

当初の想定以上に減少を続けており、特に定期利用者の減少率は沿線地域の人口減少

率よりも大きい。加えて新型コロナウイルス感染症の拡大が、利用者のさらなる減少
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を招き、コロナ禍の終息後も以前の利用水準に戻るには年月が必要と言われている。

こうした利用者の減少に歯止めをかけていくためには、整備が進む道路ネットワーク

への競争力の強化を図ることが重要であり、快適で便利な使いやすい公共交通ネット

ワークを構築していく必要がある。 

 

③ 人口減少・少子高齢化が今後も深刻化する状況において、公共交通を活性化・再生す

るためには、駅等を拠点とするコンパクトなまちづくりや魅力的な観光まちづくりを

進めるとともに、そうした拠点同士や、拠点と目的地を有機的に結ぶなど、まちづく

り等と連携した公共交通網の充実が重要である。 

 

④ 沿線地域においては、丹鉄の利用促進に取り組む住民や、また、自家用有償旅客運送

など地域の移動手段を自ら確保しようと取り組んでいる住民が増えてきている。こう

した状況を踏まえ、地域の関係者の連携・協働を通じ、公共交通利用の機運醸成など

利用促進に取り組むことが重要である。 

 

以上の４つの「次の10年間で取り組むべき課題」から、本計画の基本方針を以下のとおり

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画の期間 

本計画の対象期間は、本計画の策定から令和 16年度までとするが、まずは５年後を一つの

目処として目標を設定し、それまでの取組状況や目標の達成度、周辺状況等を踏まえた検証

を行い、必要に応じて計画の見直しを行うものとする。また、本計画が網形成計画期間中に

策定された場合は、本計画の施行開始日をもって網形成計画は効力を失うこととする。 

 

(4) 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画の区域 

本計画の対象区域は、京都府福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町、兵

庫県豊岡市の京都丹後鉄道沿線地域とする。  

■■４つの基本方針■■ 

① 安心・安全な運行と持続可能性の確保 

② 快適性・利便性の向上 

③ 沿線地域のまちづくりや観光戦略との連携 

④ 沿線住民など多様な主体との連携 

 

京都丹後鉄道の活性化・再生 
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4.2 施策展開の方向性 

  (1) 北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画の取組状況を踏まえた課題 

本計画の具体的な施策を検討するため、網形成計画の計画着手前の課題について各施策の

取組後の改善状況等を評価した結果をもとに、各課題の現状について整理を行った。 

 

表 現計画の取組状況を踏まえた課題 

沿線地域の現状 地域公共交通が抱える課題 

1.人口減少・少子高齢化の進展 

 沿線地域の人口は減少傾向 

 65 歳以上の人口は増加傾向で高齢化率が

高まっている 

 乗務員の減少 

a. 道路整備の進展、コロナ禍による公共交

通離れなどにより、想定以上の大幅な利用

者の減少 

b. 公共交通の経営状況は非常に厳しく、加

えて、運転手不足が顕在化し、一部で減便

等が発生 

2.周辺交通環境の変化 

 世帯あたり自動車保有台数は約 2.36 台／

世帯で近年微減傾向であるが、１人あたり

の保有台数は増加(約 0.76 台/人) 

 京都縦貫自動車道等の高速道路や一般道

路などの道路整備が進展 

a.道路整備の進展により、自動車による移

動の利便性・快適性が向上し、駅から離れ

た地域を中心に、自動車に依存する傾向

(駅へのアクセス交通が不便など) 

b. 京都縦貫自動車道が全線開通するとと

もに、山陰近畿自動車道の整備が進み、道

路との速達性等の差はさらに拡大  

3.駅周辺の都市構造の変化 

 福知山駅、西舞鶴駅、豊岡駅の各駅では駅

周辺整備が進みつつあるが、他の駅では徒

歩圏内に目的施設が少なく、駅勢圏内の従

業人口、居住人口が減少傾向 

 スーパーや病院、公共施設等の集客施設が

幹線道路沿いに新たに立地 

a.駅周辺の居住者が少なく、集客施設もな

い所が多いため、鉄道駅に至る公共交通が

育たない 

b.生活関連施設が分散し、公共交通では行

きにくいため、昼間時の利用増が見込めな

い 

4.コロナ禍による観光需要やビジネス需要の

減少 

 海の京都づくりなどの進展により、インバ

ウンド対応などが進み、観光入込客数も増

加したものの、コロナ禍の影響により激減 

a.観光需要やビジネス需要が激減し、定期

外利用者数が減少傾向 

b.インバウンドについて、京都市内でオー

バーツーリズムとなっており、丹鉄沿線地

域への誘客が課題 

 

 (2) 施策展開の方向性 

網形成計画等に基づき、各施策に取り組んできたが、少子化の進展、道路網整備の進展、

駅周辺の都市構造の変化、新型コロナウイルス感染症の拡大による観光需要やビジネス需要

の減少などにより、地域においては、公共交通利用者の減少が続いている。 

今後、丹鉄をはじめとする地域公共交通の維持・確保には、何よりも利用者の増加が重要

であり、利用者の確保に向けては、基本方針で掲げた①安心・安全な運行と持続可能性の確
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保、②快適性・利便性の向上、③沿線地域のまちづくりや観光戦略との連携、④沿線住民な

ど多様な主体との連携に取り組む必要がある。 

このため、現在の丹鉄の利用状況等を踏まえ、４つの基本方針について、次の方向性によ

り施策を展開していく。 

 

【基本方針１】 安心・安全な運行と持続可能性の確保 

丹鉄の施設や車両の老朽化が進む中で、引き続き、施設や車両の計画的な更新を進め、安

心・安全な運行を確保する。 

＜施策の方向性＞ 

a. 利便性、安全性、機能性の向上に資する計画的な設備投資 

b. 計画的な設備投資、適切な維持管理を進めるための、沿線自治体の支援 

c. 沿線自治体の負担軽減のための、国の支援の積極的な導入 

d. 公共交通事業者の人材確保 

 

【基本方針２】 快適性・利便性の向上 

鉄道等を基軸とした地域公共交通の快適性・利便性の向上を図り、道路整備にともない利

便性が向上した自動車交通との競争力を高める。 

＜施策の方向性＞ 

a. ダイヤの工夫やサービス改善などによる鉄道の利便性向上 

b. 鉄道とアクセス交通との連携による利便性の高い公共交通ネットワークの構築 

c. 駅及び駅周辺の快適性・利便性向上 

d. MaaSなどシームレスな公共交通ネットワークの構築 

 

【基本方針３】 沿線地域のまちづくりや観光戦略との連携 

沿線人口の減少が進む中で、まちづくりと連携した地域の公共交通ネットワークの充実を

図るとともに、積極的な観光戦略との連携により公共交通利用者の増加を図る。 

＜施策の方向性＞ 

a. 沿線自治体の立地適正化計画や駅周辺整備計画等の着実な推進 

b. 駅周辺のにぎわいづくりの推進 

c. 「海の京都」づくりなど地域の観光戦略との連携 

d. インバウンド対応の強化 

 

【基本方針４】 沿線住民など多様な主体との連携 

鉄道の活性化・再生及び持続可能性の確保には、利用者の増加が不可欠である。住民にと

っても、公共交通は通勤・通学・通院など生活に必要不可欠な移動手段である。このため、

沿線住民など多様な主体との連携により、鉄道の利用促進を進め、利用者の増加を図る。 

＜施策の方向性＞ 

a. ターゲットを明確にした利用促進の取組の実施 

b. 地域と連携した地域主体の取組の推進 

c. 関係人口の拡大  
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4.3 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画の目標 

丹鉄の沿線地域では、従来から丹鉄を基軸とした公共交通網の整備が進められている。本計画

では、引き続き、まちづくりや観光振興など、地域戦略と一体となって、圏域全体で都市機能を

分担した取組を進めることで、持続可能な地域公共交通網の形成を図ることとし、その中で、丹

鉄の活性化・再生を目指す。 

現計画において、目指すべき公共交通の将来像を提示し、その目標達成のための指標を定め、

各施策に取り組み、16項目中６項目の目標を達成したが、鉄道利用者数は新型コロナウイルス感

染症の拡大の影響が大きいとはいえども大幅に減少し、目指していた丹鉄の活性化・再生という

視点では、十分な成果をあげることはできなかった。 

本計画では、公共交通の快適性・利便性の向上により、公共交通利用者の増大を図るための目

標を設定する。 

 

表 目標とする指標と数値目標 

目標とする指標 

計画策定前 目標値 

備考 

R１年度 R４年度 
R10年度 

（R１年度比） 

〇年間輸送人員 157.9 万人 131.6 万人 
160.5万人 

（約 1.6％増） 
 

 通勤定期 15.1 万人 11.7 万人 
15.9万人 

（約 5.3％増） 

  通学定期 63.1 万人 57.5 万人 
56.8万人 

（約 10.0％減） 

 定期外 79.8 万人 62.4 万人 
87.8万人 

（約 10.0％増） 

〇沿線地域の 

観光入込客数 

1,352 万人 

(R1) 

713 万人 

(R3) 

1,435万人 

（約 6.1％増） 

※H27（コロナ前）実績 

 1,364 万人 

※R2 実績 

 837 万人 

〇沿線住民一人

あたりの利用

回数 

約 3.7 回 約 3.4 回 4.0回 

※H27（コロナ前）実績 

 一人あたり約 4.3 回 

※H27～R1 平均実績 

 一人あたり約 4 回 

■沿線の定義 

 福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町、豊岡市 

※計画の見直し…５年後を一つの目処として目標を設定し、取組状況や目標の達成度、周辺状況等

を踏まえた検証を行い、必要に応じて計画の見直しを行うものとする。 
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4.4 具体的な取組内容と実施主体、スケジュール 

                

(1) 安心・安全な運行と持続可能性の確保 

a. 利便性、安全性、機能性の向上に資する計画的な設備投資 

具体的な取組 計画的な線路、電路、信号設備や車両等の整備 

取 組 内 容 拡 鉄道施設の整備を計画的に進めていくため、設備投資計画を作成し、

効果的な設備投資を推進する。 

新 老朽化施設への対策として、長寿命化も含めた維持修繕計画を策定

し、効果的な維持修繕を進める。 

新 事故が多発している４種踏切や３種踏切について、地元住民や道路管理

者、公安委員会等と協議を進め、廃止や１種化など安全対策を進める。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、沿線自治体 

 

具体的な取組 リダンダンシーの確保 

取 組 内 容 新 大規模災害等により鉄道が寸断された場合や一時的な運休などに備え

て、代替交通手段を準備しておくことで、安心して移動できる圏域と

なるよう検討する。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体 

b. 計画的な設備投資、適切な維持管理を進めるための、沿線自治体の支援 

具体的な取組 新たな鉄道事業再構築実施計画の策定及び実施 

取 組 内 容 新 現在実施中の鉄道事業再構築事業は令和６年度末で期間満了となる

が、現行の鉄道事業再構築実施計画の見直しと、令和７年度以降の新

たな鉄道事業再構築実施計画の策定により、引き続き鉄道事業再構築

事業を実施することとし、沿線自治体の支援による計画的な設備投

資、適切な維持管理に取り組む。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、沿線自治体 

c. 沿線自治体の負担軽減のための、国の支援の積極的な導入 

具体的な取組 国の支援等の積極的な導入 

取 組 内 容 新 鉄道施設や車両の更新には多額の費用が必要となることから、従来の

鉄道軌道安全輸送設備等整備事業のほか、令和５年度に創設された地

域公共交通再構築事業（社会資本整備総合交付金）の活用など様々な

財源の活用を検討し、安定的な財源の確保を図る。 

新 デザイン列車の導入や駅の整備などに向けて、クラウドファンディン

グ等の活用も検討する。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、沿線自治体 

 

 

・取組の凡例 新：新規、拡：拡充、継：継続 

・実施主体の「交通事業者」は鉄道以外の事業者を指す 
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d. 公共交通事業者の人材確保 

具体的な取組 公共交通事業者の人材不足の解消 

取 組 内 容 新 安心・安全で持続可能な交通サービスを維持するため、公共交通事業

者の人材確保に向けて、企業説明会や職業体験、広報活動に取り組む。 

新 定住促進の取組において、運転手など公共交通を維持していくために

必要な仕事の紹介・提供を行う。 

新 若年層、女性、高齢者及び多様な人材を確保できる、快適な職場環境

づくりを行う。 

新 公共交通の運行に携わる仕事は「地域を支える最前線の仕事」である

という認識を高めるため、自治体の広報紙等を活用して働きぶりを住

民に広くＰＲし、同時に現役乗務員の誇りや意欲の創出につなげる。 

新 乗務員を継続的に確保するため、沿線地域の高校等を対象に、地域を

支える乗務員という職業への興味・関心を持ってもらうための広報及

びリクルート活動を実施する。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体、沿線住民 

 

(2) 快適性・利便性の向上 

a. ダイヤの工夫やサービス改善などによる鉄道の利便性向上 

具体的な取組 ダイヤの工夫などによる鉄道の利便性向上 

取 組 内 容 新 通勤・通学の需要に応じたきめ細かなダイヤ設定、接続改善などのサ

ービス改善に取り組む。 

新 朝夕の通勤・通学時間帯の列車の増便や終電の繰り下げ、プレミア車

両の運行、特急の活用などサービス水準の向上を検討する。 

拡 パターンダイヤを継続・拡大する。 

新 混雑時間の可視化による快適な日常利用や観光利用を促進する。 

実 施 主 体 ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体 

 

具体的な取組 駅のバリアフリー化・ユニバーサル化 

取 組 内 容 拡 ホームまで容易に行けるようなスロープ、構内踏切の整備などにより、

高齢者や障がいのある方、子ども連れなど誰もが利用しやすい駅施設

の整備に取り組む。 

継 外国人や高齢者でも利用しやすいようトイレの洋式化や多機能トイレ

の整備に取り組む。 

新 目の不自由な方が安心して利用できるよう、誘導ブロックの設置に取

り組む。 

拡 駅の案内表示等についても、外国語表示をするなど、ユニバーサル化

に取り組む。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、沿線自治体 
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具体的な取組 新駅の検討 

取 組 内 容 継 利用者の利便性、商業施設や宅地開発等の動向を踏まえ、新駅設置に

ついて検討する。 

継 また、新たな開発を行う場合には、新駅設置も含めて検討する。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、沿線自治体、沿線事業者 

b. 鉄道とアクセス交通との連携による利便性の高い公共交通ネットワークの構築 

具体的な取組 利便性の高い公共交通ネットワークの構築 

取 組 内 容 新 鉄道と鉄道、鉄道とバスなど駅でのアクセス交通との乗り継ぎの改善、

各駅や停留所における利用案内・サインの充実などにより、通勤・通

学・通院・買い物などの利便性の向上を図る。 

新 沿線市町や事業者と連携し、カーシェアリング、電動キックボード、

ｅバイク、シェアサイクルなど新たなモビリティの活用により、アク

セス交通の充実を図る。 

新 地域住民とともに自家用有償旅客運送などの導入を検討し、ラストワ

ンマイルの交通確保や交通空白地の公共交通確保に努める。 

拡 サイクルトレインの他、自転車の持ち込み乗車を拡大するなど、自転

車＋鉄道によるドア to ドアのスムーズな移動の確保に取り組む。 

新 駅周辺の未利用地や公共施設・商業施設の駐車場の活用などにより、

パーク＆ライドの取組を進める。 

新 デマンド交通や自家用有償旅客運送などによるドア to 駅の交通網整

備を進める。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線住民 

c. 駅及び駅周辺の快適性・利便性向上 

具体的な取組 駅の待合環境、駅施設の改善 

取 組 内 容 拡 駅カフェの設置やコミュニティスペース、イベントスペースの設置な

ど住民交流や観光振興につながる賑わいづくりの取組を進める。 

拡 駅周辺の未利用地や公共施設・商業施設の駐車場の活用などにより、

パーク＆ライドの取組を進める。【再掲】 

拡 駅からの各方面への案内など、誰もが安心して公共交通を利用できる

情報の提供に努める。 

拡 併せて、待合施設や Wi-Fi、トイレ、コインロッカー、自動販売機等の

整備、駅周辺への店舗等の誘致などにより、列車待ち時間を快適に、

有効に過ごせる環境の整備を進める。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線住民 
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d. MaaSなどシームレスな公共交通ネットワークの構築 

具体的な取組 シームレスな交通ネットワークの構築 

取 組 内 容 拡 公共交通のキャッシュレス化、チケットレス化を進める。 

新 コミュニティバスなどの GTFS データ化を推進し、沿線地域のすべて

の公共交通を WEBサイトやアプリで検索可能とする。 

新 沿線地域におけるシームレスな移動を可能とする MaaS の導入につい

て、鉄道事業者、バス事業者など地域の交通事業者が連携して、導入

実現に向けた検討を行う。 

新 デマンド交通や自家用有償旅客運送などによるドア to 駅の交通網整

備を進める。【再掲】 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体、観光団体 

 

具体的な取組 ＪＲ西日本との連携強化 

取 組 内 容 新 WESTER等の予約サイトで、丹鉄の特急列車や沿線の公共交通などの予

約が可能となるよう検討、調整を進める。 

新 大阪駅、京都駅等ＪＲの主要な駅で、丹鉄の乗車券等の購入ができる

ように検討、調整を進める。 

新 ICOCAなど交通系 ICが利用できるように検討、調整を進める。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、ＪＲ西日本、観光団体 

 

具体的な取組 利便性向上のためのマーケティングの実施 

取 組 内 容 新 利用者に最適なサービスの提供を行うとともに、利用者の拡大を図る

ことを目的にマーケティングに取り組む。 

新 利用者の利用実態を把握し、的確なサービスの改善や新たなサービス

の創造に資するデジタルマーケティングの導入に取り組む。 

実 施 主 体 ＷＴ、ＪＲ西日本、観光団体 

 

(3) 沿線地域のまちづくりや観光戦略との連携 

a.沿線自治体の立地適正化計画や駅周辺整備計画等の着実な推進 

具体的な取組 都市計画マスタープランや立地適正化計画の着実な推進 

取 組 内 容 拡 計画で位置づけた駅を拠点とした都市機能誘導区域や居住誘導区域計

画に基づき、誘導のための施策を着実に進める。 

実 施 主 体 沿線自治体 
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b.駅周辺のにぎわいづくりの推進 

具体的な取組 駅周辺等への都市機能の再配置 

取 組 内 容 拡 福知山市、舞鶴市、豊岡市では、土地区画整理事業等の市街地整備事

業により、駅周辺での公共施設や都市施設の整備が進められており、

この整備を着実に進める。 

継 他の地域においても、公共交通機関の利便性が高い駅周辺等への商業

施設や住宅、公共施設(集会所、医療・福祉機関等)の再配置を進める。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＪＲ西日本、沿線自治体、観光団体、沿線事業者 

c.「海の京都」づくりなど地域の観光戦略との連携 

具体的な取組 観光地の魅力向上 

取 組 内 容 拡 海の京都ＤＭＯ等と連携し、海の京都観光圏整備事業による観光まち

づくりを推進し、観光拠点の魅力を高める。 

拡 海の京都ブランドの確立に向けた取組や広域的なプロモーション活動

を展開する。 

新 地元住民や NPO等による観光案内、観光ガイドなどにより、マイクロ

ツーリズムによる地域交流を促進する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線事業者、沿線住民 

 

具体的な取組 鉄道駅から目的地への交通の整備 

取 組 内 容 継 鉄道とバス、遊覧船等を有機的に結びつけ、確実に乗り換えができる

ように連携を図る。 

新 バスやタクシーに限らず、新たなモビリティなどの活用による鉄道駅

から観光地までの移動手段の確保に取り組む。 

新 観光案内所等に、公共交通に詳しい交通コンシェルジュの配備や、QR

コード等による案内誘導などを行い、公共交通による旅行支援を充実

させる。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体 

 

具体的な取組 ＪＲ西日本と連携した広域的な新たな観光客の開拓 

取 組 内 容 新 WESTERを活用した沿線地域の情報発信による観光誘客を推進する。 

新 天橋立を目的地に設定するなど、ＪＲ西日本と連携した企画旅行の検

討・調整を進める。 

新 北陸新幹線敦賀駅開業後の敦賀・北近畿回遊ルートの創設による周遊

ルートの拡大や城崎温泉駅までの乗り入れなど、相互交流のためのキ

ャンペーン展開などによる新たな需要の発掘に努める。 

実 施 主 体 ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体、観光団体 
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d.インバウンド対応の強化 

具体的な取組 外国人旅行者向けプロモーションの強化 

取 組 内 容 新 関西空港やリムジンバス内などでの沿線地域の積極的なプロモーショ

ンに取り組む。 

新 海の京都ＤＭＯ、（一社）豊岡観光イノベーション等と連携した沿線地

域のプロモーションの強化を進める。 

新 京都市内観光客の分散化を推進し、丹鉄沿線地域へ誘客する。 

新 JR-WEST RAIL PASSの販売を促進する。 

実 施 主 体 ＷＴ、ＪＲ西日本、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線事業者 

 

具体的な取組 駅施設や車両等のインバウンド対応の推進 

取 組 内 容 継 タッチ決済を含むクレジットカード決済の拡大に取り組む。 

継 Wi-Fiネットワークを提供し、WEBによる外国語案内を充実する。 

継 外国語アナウンスや、切符、駅施設へのインバウンドに対応した表記

など外国語案内を充実する。 

新 大型荷物の預かりサービスの導入を進める。 

新 乗務員、駅員等の外国人対応のスキルアップに取り組む。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体 

 

具体的な取組 クルーズ船との連携 

取 組 内 容 継 京都舞鶴港への大型クルーズ船寄港に対応した、沿線地域の周遊ルー

トのバリエーション増加に取り組む。 

継 クルーズ船乗客向けの案内強化や企画切符販売、団体臨時列車などの

サービス向上による誘客に取り組む。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線事業者 

 

(4) 沿線住民など多様な主体との連携 

a.ターゲットを明確にした利用促進の取組の実施 

具体的な取組 通学利用者等をターゲットとした利用促進 

取 組 内 容 新 通学時間に合わせた鉄道、バス等のダイヤを検討する。 

新 鉄道・バスなど複数の交通手段が利用できる定期券を検討する。 

新 学校行事やクラブ活動での積極活用を促進する。 

新 学校や子ども会などのイベント使用時の支援制度を検討する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、沿線住民 
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具体的な取組 事業所・行政職員をターゲットとした利用促進 

取 組 内 容 拡 事業所へのモビリティマネジメントなどにより自動車から公共交通へ

の転換を促す。 

新 月 1回乗車運動やノーマイカーデー（「カー・セーブデー」）、出張時の

活用などにより、鉄道利用の促進を図る。 

新 鉄道を利用しやすい会議時刻の設定など、ダイヤに合わせたスケジュ

ールを推奨する。 

新 駅におけるサテライトオフィスの設置など、待ち時間も有効に活用で

きる駅のビジネス環境を整備する。 

新 車内広告スペースの提供などのインセンティブによる企業利用を促進

する。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、沿線事業者、沿線住民 

 

具体的な取組 運転免許証返納者など高齢者をターゲットとした利用促進 

取 組 内 容 新 高齢者に対する公共交通の乗り方教室の開催などにより、自家用車か

ら公共交通利用への円滑な転換を図る。 

新 高齢者 200円レールなどの取組を推進する。 

新 デマンド交通や自家用有償旅客運送などによるドア to 駅の交通網整

備を進める。【再掲】 

新 高齢者が利用しやすい、バスや鉄道等の地域公共交通が一体的に利用

できる（おでかけ）定期券の発行を検討する。 

新 公共交通による通院と健康セミナーなどを一体とした通院体験ツアー

などを企画する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、沿線住民 

 

具体的な取組 子どもをターゲットとした利用促進 

取 組 内 容 新 幼稚園、小学校などにおける公共交通の乗り方教室の実施や乗車体験

会などにより、利用のハードルを下げるとともに、将来の職業の選択

肢として認識してもらうために、子どもの頃から公共交通を身近な移

動手段として意識づけに取り組む。 

新 丹鉄の親子乗り放題、夏休み乗り放題などにより、子どもの利用機会

を創出し、利用拡大につなげる。 

新 キッズトレインなど子どもたちの鉄道への興味を高める取組を進める。 

新 駅に子ども用トイレや授乳室などを整備し、子育て世代にも利用しや

すい環境の整備を進める。 

新 子ども割引の拡大、無料化などを検討する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、沿線住民 
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b.地域と連携した地域主体の取組の推進 

具体的な取組 地域住民の利用促進 

取 組 内 容 拡 沿線自治体や地域団体等と連携し、地域住民に対するモビリティマネ

ジメントを継続的に実施し、公共交通を使うライフスタイルへの転換

を促す取組を進める。 

継 沿線自治体と連携し、地域が行う行事等について駅周辺で開催するな

どにより、丹鉄の利用促進を図る。 

新 丹鉄の経営状況などを、広報等を通じて住民に周知し利用を促進する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、沿線事業者、沿線住民 

 

具体的な取組 地域住民による集客イベント等の実施 

取 組 内 容 新 地域住民が主体となる駅前マルシェなどを各駅前で順番に開催するな

ど、鉄道利用の促進・地域の活性化を図る。 

拡 丹鉄ファンクラブを創設し、ファン感謝デーのような丹鉄の利用を促

すイベントを地域と連携して駅で実施するなどの取組を進める。 

新 駅周辺飲食店や商店との連携による駅での弁当や飲料類、お土産の販

売などによる楽しい鉄道の旅づくりを進める。 

新 総合学習の場として地元の児童、生徒による駅環境整備や各種調査活

動などを支援する。 

新 クリスマストレイン、ハロウィントレインなどの参加型の企画列車を

運行する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線事業者、沿線住民 

 

具体的な取組 マイクロツーリズムの推進 

取 組 内 容 新 地域住民や地元企業と連携して地域の魅力を発信し、その魅力や地域

のイベントを巡るマイクロツーリズムを展開する。 

新 地元住民や NPO等による観光案内、観光ガイドなどにより、地域の魅

力を発信する。 

新 情報発信にあたっては、SNS を活用するほか、道の駅などで自動車利

用者に対する情報提供などにより、丹鉄を含む公共交通の利用を促進

する。 

実 施 主 体 ＷＴ、交通事業者、沿線自治体、観光団体、沿線事業者、沿線住民 

 

具体的な取組 地域の様々な情報を集約し発信するプラットフォームとしての機能強化 

取 組 内 容 新 丹後地域の基幹企業である丹鉄の知名度を活かし、沿線地域の様々な

イベントや事業の情報を収集・集約し、駅や WEB サイト・SNS 等によ

る情報発信に取り組む。 

新 イベントや事業の主催者・主管者が、丹鉄や駅を通じて情報を気軽に

発信しやすいしくみづくりを進める。 

新 イベント等の情報と併せて丹鉄を利用したアクセス情報を提供する。 

実 施 主 体 ＷＴ、沿線自治体、沿線事業者、沿線住民 
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c.関係人口の拡大 

具体的な取組 丹鉄ファンクラブなど関係人口拡大の取組 

取 組 内 容 新 丹鉄ファンクラブを創設し、全国から会員を募集する。丹鉄ファンと

の相互のコミュニケーションを図ることで、丹鉄の PR、魅力発信、利

用促進に繋げる。 

新 鉄道施設等のオーナー制度の導入に取り組む。 

新 駅前の空き家などを活用したワーケーションや二地域居住などの取組

を検討する。 

新 駅施設や駅周辺の空き家などを活用した週末オーナーカフェ等の設置

を検討する。 

新 ふるさと納税返礼品に宿泊体験や鉄道関係体験などを提供し、沿線地

域との新たな関係の構築を図る。 

新 施設整備にクラウドファンディングを活用し、丹鉄に関わる機会を提

供する。 

実 施 主 体 ＫＴＲ、ＷＴ、沿線自治体、観光団体、沿線事業者、沿線住民 
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(5) 施策の実施スケジュール 

 

  

実施主体 実施スケジュール

Ｋ
Ｔ
Ｒ

Ｗ
Ｔ

Ｊ
Ｒ
西
日
本

交
通
事
業
者

沿
線
自
治
体

観
光
団
体

沿
線
事
業
者

沿
線
住
民

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

令
和
９
年
度

令
和
1
0
年
度

令
和
1
1
年
度

令
和
1
2
年
度

令
和
1
3
年
度

令
和
1
4
年
度

令
和
1
5
年
度

令
和
1
6
年
度

計画的な線路、電路、信号設
備や車両等の整備

● ● ●

リダンダンシーの確保
● ● ● ● ●

b.計画的な設備投資、適切
な維持管理を進めるため
の、沿線自治体の支援

新たな鉄道事業再構築実施計
画の策定及び実施 ● ● ●

c.沿線自治体の負担軽減の
ための、国の支援の積極的
な導入

国の支援等の積極的な導入
● ● ●

d.公共交通事業者の人材確
保

公共交通事業者の人材不足の
解消

● ● ● ● ● ●

ダイヤの工夫などによる鉄道
の利便性向上

● ● ● ●

駅のバリアフリー化・ユニ
バーサル化

● ● ●

新駅の検討
● ● ● ●

b.鉄道とアクセス交通との
連携による利便性の高い公
共交通ネットワークの構築

利便性の高い公共交通ネット
ワークの構築 ● ● ● ● ● ● ●

c.駅及び駅周辺の快適性・
利便性向上

駅の待合環境、駅施設の改善
● ● ● ● ● ●

シームレスな交通ネットワー
クの構築

● ● ● ● ● ●

JR西日本との連携強化
● ● ● ●

利便性向上のためのマーケ
ティングの実施

● ● ●

a.沿線自治体の立地適正化
計画や駅周辺整備計画等の
着実な推進

都市計画マスタープランや立
地適正化計画の着実な推進 ●

b.駅周辺のにぎわいづくり
の推進

駅周辺等への都市機能の
再配置

● ● ● ● ●

観光地の魅力向上
● ● ● ● ● ●

鉄道駅から目的地への交通の
整備

● ● ● ● ●

JR西日本と連携した広域的な
新たな観光客の開拓

● ● ● ● ●

外国人旅行者向けプロモー
ションの強化

● ● ● ● ● ●

駅施設や車両等のインバウン
ド対応の推進

● ● ● ● ●

クルーズ船との連携
● ● ● ● ●

通学利用者等をターゲットと
した利用促進

● ● ● ●

事業所・行政職員をターゲッ
トとした利用促進

● ● ● ● ● ●

運転免許証返納者など高齢者
をターゲットとした利用促進

● ● ● ●

子どもをターゲットとした利
用促進

● ● ● ●

地域住民の利用促進
● ● ● ● ●

地域住民による集客イベント
等の実施

● ● ● ● ● ●

マイクロツーリズムの推進
● ● ● ● ● ●

地域の様々な情報を集約し発
信するプラットフォームとし
ての機能強化

● ● ● ●

c.関係人口の拡大 丹鉄ファンクラブなど関係人
口拡大の取組

● ● ● ● ● ●

※点線矢印は検討期間、実線矢印は実施期間

基本方針 施策の方向性 具体的な取組

c.「海の京都」づくりなど
地域の観光戦略との連携

d.インバウンド対応の強化

(3)沿線地
域のまちづ
くりや観光
戦略との連
携

a.ターゲットを明確にした
利用促進の取組の実施

b.地域と連携した地域主体
の取組の推進

(4)沿線住
民など多様
な主体との
連携

(1)安心・
安全な運行
と持続可能
性の確保

(2)快適
性・利便性
の向上

a.ダイヤの工夫やサービス
改善などによる鉄道の利便
性向上

a.利便性、安全性、機能性
の向上に資する計画的な設
備投資

d.MaaSなどシームレスな公
共交通ネットワークの構築
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５ 計画推進のための体制 

(1) 推進体制 

    本計画は、京都丹後鉄道の沿線を対象とし、福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根

町、与謝野町、豊岡市の５市２町にまたがった計画である。施策の継続的かつ効果的な実施

により目標を実現するため、施策を単一の自治体のみで実施するのではなく、交通事業者や

住民等も含めた様々な関係者が連携し、総合的な取組として進めることが必要になる。その

ため、自治体、交通事業者、住民、企業、道路管理者、警察等が一体となって、継続的に協

議・調整できる実施体制を構築して計画を推進する。 

    本計画における各施策については、それぞれ実施主体を定めており、施策ごとに実施主体

が具体的な実施計画を策定し、進捗を管理する。策定した実施計画に基づく事業は、協議会

で協議した上で行うこととする。 

 

(2) 評価の基本的な考え方 

 本計画の見直しは、目標値の達成状況の検証・評価や社会情勢の変化等を踏まえた上で、

必要に応じて協議会で行うこととする。 

 各施策毎の実施計画については、Plan（計画）、Do（実施）、Check（検証・評価）、Action

（改善・見直し）の PDCAサイクルに基づき、進捗を管理する。 

策定した実施計画に基づく事業の実施後は、実施主体が前年度の事業を評価・検証した上

で協議会に報告し、協議会の意見を踏まえ、実施計画及び当該年度の事業の見直しに反映す

る。 

なお、自治体会議や京都丹後鉄道利用促進協議会など関連する他の会議体で協議した事業

の実施状況や評価等を本協議会でも可能な限り共有・報告し、その結果を本計画及び実施計

画の評価・検証、見直し等に反映する。 

 

図 実施計画推進サイクル 

 

  

前年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 次年度

協議会開催

（自治体会議）

（利用促進協議会）

（地域公共交通会議）

実施計画推進サイクル

（北部地域連携都市圏

公共交通活性化協議会）

事業実施

前年度事業評価・検証

事業実施

実施計画見直し

事業見直し・実施計画

修正の反映

前年度事業評価・検証及び実施計画

の見直しを協議会に報告・協議

次年度の事業計画及び事業内容を

協議会に報告・協議

事業実施

前年度事業評価・検証
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北近畿タンゴ鉄道生活交通改善事業計画に関する協議会の開催経過 

 

本計画の策定に当たっては、学識経験者や交通事業者、商工団体、観光団体、地域住民、沿線自

治体等からなる「北近畿タンゴ鉄道生活交通改善事業計画に関する協議会」において協議しながら

検討を進めた。 

なお、協議会の開催日程及び主な議題は以下のとおりである。 

 

 

■ 令和５年度第１回協議会 

開催日時 令和 5年 6月 9日（金）9:30～11:30 

開催場所 市民交流プラザふくちやま 視聴覚室 

議  題 

① 協議会会長の互選について 

② 協議会規約の改正について 

③ 令和 5年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

④ 北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画の取組状況について 

⑤ 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画（仮称）の策定について 

 

 

■ 令和５年度第２回協議会 

開催日時 令和 5年 7月 28日（金）13:00～15:00 

開催場所 宮津市地域ささえあいセンター 大会議室 

議  題 
① 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画（仮称）〈素案〉について 

② 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画（仮称）の策定に係る調査について 

 

 

■ 令和５年度第３回協議会 

開催日時 令和 5年 8月 23日（水）14:00～15:30 

開催場所 京都府立中丹勤労者福祉会館 大会議室 

議  題 
① 計画策定のスケジュールについて 

② 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画（仮称）〈中間案〉について 

 

 

■ 令和５年度第４回協議会 

開催日時 令和 5年 11月 1日（水）15:30～17:00 

開催場所 京都府立中丹勤労者福祉会館 大会議室 

議  題 
① パブリックコメントの要旨について 

② 京都丹後鉄道沿線地域公共交通計画（仮称）〈最終案〉について 

  

参 考 
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